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スポーツ・サイエンス・インスティテュート（SSI） 

 

【2024 年度大学評価総評】 

自己点検・評価シート「II 改善・向上の取り組み」において、3 つの項目（授業アンケートの改善、

新カリキュラムの検討・確定、および、新カリキュラムに対する質保証委員会・SSI 運営員会によるレビ

ューの実施）について「S」評価が選択されている。新カリキュラムの開始を軸としたこれらの活動は、

いずれも教育改善に対して積極的に取り組んでいることを裏づけるものであり、かかる評価は適切と判

断する。 

2023 年度中期目標・年度目標達成状況報告書においては、「内部質保証」、「教育課程・学習成果」、

「教員・教員組織」に関連する 5 項目について「S」、1 項目について「A」と評価されており、教育の改

善に対して着実な成果を上げているものと高く評価できる。 

2024 年度中期目標・年度目標において提示された、年度目標および達成指標のいずれについても、相

当具体的な目標および指標が提示されている点は他学部等のモデルともなりうるものだろう。中でも、

「オンデマンド授業と少人数授業について検証するため、必要に応じて教員・学生から聞き取り行い、

その結果を議論する」、「SSI 生の学習支援を実装するための方策を幅広く再検討する」といった達成指

標については他学部においても大いに参考となる一般性を有していると見られるので、これらの推進に

大いに期待する。 

 

大学基準協会の第 4 期大学基準に基づいた評価項目の充足状況の確認 

2024 年度自己点検・評価シートに記載された 

Ⅰ現状分析を確認 

すべての評価項目で「はい」が選択されており、

充足していることが確認できた。 

 

 

【2024 年度自己点検・評価結果】 

Ⅰ 現状分析 

基準１ 理念・目的 

部局による自己点検・評価は実施しない 

 

基準２ 内部質保証 

2.1 内部質保証のための方針を適切に設定していること。また、教育の充実と学習成果の向上を図るために、内部質

保証システムを整備し、適切に機能させていること。 

2.1①ＳＳＩにおいて、運営委員長及び運営委員会等の権限や責任を明確にした

規程を整備し、規程に則った運営が行われていますか。 

はい 

2.1②ＳＳＩにおいて、自己点検評価結果を活用して改善・向上に取り組んでい

ますか。 

はい 

【根拠資料】 

2.1① 

・法政大学スポーツ・サイエンス・インスティテュート運営委員会規定 

・2023 年度第 1 回 SSI 運営委員会 

2023 年度以降の質保証委員について 

・2023 年度第 5 回 SSI 運営委員会 

2024・2025 年度 SSI 運営委員会委員長の選任について 

・2023 年度第 6 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI 運営委員会副委員長の選出について 

2.1② 

・2023 年度第 1 回 SSI 運営委員会 

2023 年度 SSI 自己点検・評価活動について 

2023 年度以降の質保証委員について 

・2023 年度第 2 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI カリキュラム改編について 

・2023 年度第 3 回 SSI 運営委員会 

2023 年度自己点検・評価シート／中期目標・年度目標等 
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カリキュラム委員会の開催について 

・2023 年度第 4 回 SSI 運営委員会 

カリキュラムマップ、ツリー、ナンバリングの点検及びカリキュラムの検証について 

2023 年度シラバスチェック（質保証委員）について 

・2023 年度第 6 回 SSI 運営委員会 

2023 年度末自己点検・評価シートについて 

SSI 専門科目と各学部ディプロマポリシーの紐づけについて 

・2023 年度第 7 回 SSI 運営委員会 

2023 年度中期目標・年度目標達成状況報告書 

2023 年度教員による授業相互参観実施状況報告書について 

 

基準３ 教育研究組織 

 部局による自己点検・評価は実施しない 

 

基準４ 教育・学習 

（１）教育課程・教育内容 

4.2 学習成果の達成につながるよう各学位課程にふさわしい授業科目を開設し、教育課程を体系的に編成しているこ

と。 

4.2①各授業科目の位置づけ（主要授業科目の類別等）と到達目標の明確化を

していますか。 

はい 

4.2②「法政大学学則」第 23 条（単位）に基づいた単位設定を行っていますか。 はい 

4.2③学生の学習時間の考慮とそれを踏まえた授業期間及び単位の設定を行っ

ていますか。 

はい 

4.2④学習の順次性に配慮した授業科目の年次・学期配当及び学びの過程の可

視化を行っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

・法政大学 SSI ホームページ 

（https://www.hosei.ac.jp/ssi/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54） 

・SSI パンフレット 

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/5316/9742/3160/2024SSI.pdf） 

・2024 年度 SSI ガイダンス及び履修に関する情報について 

（https://hosei-keiji.jp/ssi/class/rishu/） 

・SSI 履修の手引き 

（https://hosei-

hondana.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoxNjk1NDIsImNhdGVnb3J5TnVt

Ijo2ODA1fQ==&pNo=1） 

・SSI シラバス

（https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php?nendo=2024&gakubueng=AYA&t_mode=pc） 

・SSI カリキュラムツリー

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/9516/1647/8148/03_SSI2021.pdf） 

・SSI カリキュラム・ポリシー

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/5516/1647/8051/04_SSI2021.pdf） 

・SSI フレッシュマンオリエンテーション（リアルタイムオンライン開催） 

（https://hosei-ac-jp.zoom.us/j/84238019934?pwd=SDM5L1RwQ1J1SWdUalgreEFubGV0QT09） 

・SSI 履修のポイント（PDF 資料） 

（https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/SSI_rishuu_point.pdf） 

・SSI 新入生ガイダンス（動画） 

（https://www.youtube.com/watch?v=DiAlw6mhFwE） 

・SSI 生共通履修ガイダンス（動画） 

（https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/db541f312f3b1125654049f5a108b6d8.mp4） 

 

（２）教育方法・学習方法 

4.3 課程修了時に求められる学習成果の達成のために適切な授業形態、方法をとっていること。また、学生が学習を
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意欲的かつ効果的に進めるための指導や支援を十分に行っていること。 

4.3①それぞれの授業形態（講義、語学、演習・実験等）に即して、1 授業あた

りの学生数が配慮されていますか。 

はい 

4.3②授業形態、授業方法が大学の教育目標や課程修了時に求める学習成果及び

カリキュラム・ポリシーに応じたものであり、期待された効果が得られていま

すか。 

はい 

4.3③ＩＣＴを利用した遠隔授業は「2023 年度授業実施方針について」に沿っ

て、適した授業科目に用いられていますか。また、効果的な授業となるような

工夫を講じ、期待された効果が得られていますか。 

はい 

4.3④単位の実質化（単位制度の趣旨に沿った学習内容、学習時間の確保）を図

る措置を行っていますか。 

はい 

4.3⑤シラバスの作成と活用をしていますか、また学生が授業の内容や目的を理

解し、効果的に学習を進めるために十分な内容になっていますか。 

はい 

4.3⑥授業の履修に関する指導、学習の進捗等の状況や学生の学習の理解度・達

成度の確認、授業外学習に資するフィードバック等の措置を行っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

・法政大学 SSI ホームページ 

（https://www.hosei.ac.jp/ssi/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54） 

・SSI パンフレット 

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/5316/9742/3160/2024SSI.pdf） 

・2024 年度 SSI ガイダンス及び履修に関する情報について 

（https://hosei-keiji.jp/ssi/class/rishu/） 

・SSI 履修の手引き 

（https://hosei-

hondana.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoxNjk1NDIsImNhdGVnb3J5TnVt

Ijo2ODA1fQ==&pNo=1） 

・SSI シラバス

（https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php?nendo=2024&gakubueng=AYA&t_mode=pc） 

・SSI カリキュラムツリー

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/9516/1647/8148/03_SSI2021.pdf） 

・SSI カリキュラム・ポリシー

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/5516/1647/8051/04_SSI2021.pdf） 

・SSI フレッシュマンオリエンテーション（リアルタイムオンライン開催） 

（https://hosei-ac-jp.zoom.us/j/84238019934?pwd=SDM5L1RwQ1J1SWdUalgreEFubGV0QT09） 

・2023 年度第 1 回 SSI 運営委員会 

2024 年度時間割編成スケジュールについて 

2024 年度 SSI 新カリキュラムについて（卒業要件・科目シート） 

・2023 年度第 2 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI カリキュラム改編について 

・2023 年度第 3 回 SSI 運営委員会 

2024 年度以降の授業編成における留意点について 

2023 年度 SSI 主催科目受講者数一覧 

SSI 主催科目への乗り入れについて 

2022 年度秋学期 GPCA 集計結果について 

・2023 年度第 4 回 SSI 運営委員会 

カリキュラムマップ、ツリー、ナンバリングの点検及びカリキュラムの検証について 

2024 年度 SSI 主催科目授業一覧 

2023 年度 SSI 主催科目受講者数一覧 

2022 年度卒業生アンケート調査結果について 

2024 年度シラバス作成について 

2023 年度シラバスチェック（質保証委員）について 

・2023 年度第 5 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI 主催科目担当者一覧 

・2023 年度第 6 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI 主催科目担当一覧について 
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SSI 成績優秀者に対する表彰について 

スポーツ実習Ⅱ報告書について 

SSI 専門科目と各学部ディプロマポリシーの紐づけについて 

2023 年度春学期 GPCA 集計結果 

ハイフレックスを活用した対面授業の運用について 

2024 年度学生アシスタント制度「ラーニング・サポーター」の実施について 

カリキュラム・ポリシーに基づくシラバス掲載内容の第三者確認について 

体育会所属学生が利用する「欠席願」の書式変更等について 

スポーツ指導者資格申請予定者数について 

新入生オリエンテーションの実施について 

・2023 年度第 7 回 SSI 運営委員会 

2023 年度教員による授業相互参観実施状況報告書について 

 

4.4 成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っていること。 

4.4①成績評価及び単位認定を客観的かつ厳格で、公正、公平に実施していま

すか。 

はい 

4.4②成績評価及び単位認定にかかる基準・手続（学生からの不服申立への対

応含む）を学生に明示していますか。 

はい 

【根拠資料】 

・法政大学 SSI ホームページ 

（https://www.hosei.ac.jp/ssi/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54） 

・SSI パンフレット 

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/5316/9742/3160/2024SSI.pdf） 

・2024 年度 SSI ガイダンス及び履修に関する情報について 

（https://hosei-keiji.jp/ssi/class/rishu/） 

・SSI 履修の手引き 

（https://hosei-

hondana.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoxNjk1NDIsImNhdGVnb3J5TnVt

Ijo2ODA1fQ==&pNo=1） 

・SSI シラバス

（https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php?nendo=2024&gakubueng=AYA&t_mode=pc） 

・SSI フレッシュマンオリエンテーション（リアルタイムオンライン開催） 

（https://hosei-ac-jp.zoom.us/j/84238019934?pwd=SDM5L1RwQ1J1SWdUalgreEFubGV0QT09） 

・SSI 履修のポイント（PDF 資料） 

（https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/SSI_rishuu_point.pdf） 

・SSI 新入生ガイダンス（動画） 

（https://www.youtube.com/watch?v=DiAlw6mhFwE） 

・SSI 生共通履修ガイダンス（動画） 

（https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/db541f312f3b1125654049f5a108b6d8.mp4） 

・2023 年度第 3 回 SSI 運営委員会 

2022 年度秋学期 GPCA 集計結果について 

・2023 年度第 4 回 SSI 運営委員会 

  2024 年度シラバス作成について 

2023 年度シラバスチェック（質保証委員）について 

・2023 年度第 6 回 SSI 運営委員会 

2023 年度春学期 GPCA 集計結果 

カリキュラム・ポリシーに基づくシラバス掲載内容の第三者確認について 

新入生オリエンテーションの実施について（3/26（火）10:00-11:30） 

・成績調査願 

（https://www.hosei.ac.jp/keiei/data/2019/2019fall_seiseki04.pdf） 

 

4.5 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価していること。 

4.5①授業改善アンケートの結果を組織的に活用していますか。 はい 

4.5②入学前アンケート及び卒業生アンケートの結果を組織的に活用しています はい 
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か。 

【具体的な活用事例】 

・授業改善アンケートにおいて、「講義の内容とシラバスに書かれていることは合致していましたか？」

といった独自質問の追加を行った。その回答結果を運営委員会において共有し、シラバスの記載内容

と実際の授業運営の整合性について検証した。 

・SSI 運営委員会を定期的に開催し、大学が集計したアンケート結果をもとに SSI 学生と一般学生らの

結果を比較検討することで、SSI 学生の学習成果について把握した。 

 

基準５ 学生の受け入れ 

 部局による自己点検・評価は実施しない 

 

基準６ 教員・教員組織 

6.1 教員組織の編制に関する方針に基づき、教育研究活動を安定的にかつ十全に展開できる教員組織を編制し、学習

成果の達成につながる教育の実現や大学として目指す研究上の成果につなげていること。 

6.1①教員が担う責任は明確になっていますか。 はい 

6.1②教員は職員と役割分担し、それぞれの責任を明確にしながら協働・連携す

ることで、組織的かつ効果的な教育研究活動を実現していますか。 

はい 

【根拠資料】 

・法政大学スポーツ・サイエンス・インスティテュート運営委員会規定 

・2023 年度第 1 回 SSI 運営委員会 

2023 年度以降の質保証委員について 

・2023 年度第 2 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI カリキュラム改編について 

・2023 年度第 3 回 SSI 運営委員会 

カリキュラム委員会の開催について 

・2023 年度第 4 回 SSI 運営委員会 

2023 年度シラバスチェック（質保証委員）について 

・2023 年度第 5 回 SSI 運営委員会 

2024・2025 年度 SSI 運営委員会委員長の選任について 

・2023 年度第 6 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI 運営委員会副委員長の選出について 

 

基準７ 学生支援 

7.1 学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制を整備し、適切に実施していること。 

7.1①学生が能力に応じて自律的に学習を進められるようサポートする仕組み

を整備していますか（補習教育、補充教育、学習に関わる相談等）。 

はい 

7.1②障がいのある学生や留学生の実態に応じ、それらの学生に対する修学支

援を行っていますか。 

はい 

7.1③学習の継続に困難を抱える学生（留年者、退学希望者等）に対し、その実

態に応じて対応していますか。 

はい 

7.1④ＩＣＴを利用した遠隔授業を行う場合にあっては、自宅等の個々の場所

で学習する学生からの相談に対応するなどの学習支援を行っているか。また、

学生の通信環境へ配慮した対応（授業動画の再視聴機会の確保等）を必要に応

じて行っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

・2024 年度 SSI ガイダンス及び履修に関する情報について 

（https://hosei-keiji.jp/ssi/class/rishu/） 

・SSI 履修の手引き 

（https://hosei-

hondana.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoxNjk1NDIsImNhdGVnb3J5TnVt

Ijo2ODA1fQ==&pNo=1） 

・SSI シラバス
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（https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php?nendo=2024&gakubueng=AYA&t_mode=pc） 

・SSI フレッシュマンオリエンテーション（リアルタイムオンライン開催） 

（https://hosei-ac-jp.zoom.us/j/84238019934?pwd=SDM5L1RwQ1J1SWdUalgreEFubGV0QT09） 

・SSI 履修のポイント（PDF 資料） 

（https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/SSI_rishuu_point.pdf） 

・SSI 新入生ガイダンス（動画） 

（https://www.youtube.com/watch?v=DiAlw6mhFwE） 

・SSI 生共通履修ガイダンス（動画） 

（https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/db541f312f3b1125654049f5a108b6d8.mp4） 

・2023 年度第 1 回 SSI 運営委員会 

2023 年度 SSI 自己点検・評価活動について 

2023 年度以降の質保証委員について 

2024 年度 SSI 新カリキュラムについて 

・2023 年度第 2 回 SSI 運営委員会 

2024 年度 SSI カリキュラム改編について 

・2023 年度第 3 回 SSI 運営委員会 

2024 年度以降の授業編成における留意点について 

2023 年度自己点検・評価シート／中期目標・年度目標等 

カリキュラム委員会の開催について 

・2023 年度第 4 回 SSI 運営委員会 

2023 年度シラバスチェック（質保証委員）について 

・2023 年度第 6 回 SSI 運営委員会 

ハイフレックスを活用した対面授業の運用について 

2024 年度学生アシスタント制度「ラーニング・サポーター」の実施について 

体育会所属学生が利用する「欠席願」の書式変更等について 

・2023 年度第 7 回 SSI 運営委員会 

2023 年度中期目標・年度目標達成状況報告書 

 

基準８ 教育研究等環境 

8.1 研究活動に関わる支援、条件整備を通じ、研究活動の促進を図っていること。また、健全な研究活動のために必

要な措置を講じていること。 

8.1①「法政大学研究倫理規程」に沿って、学生も含めて研究倫理の遵守を図る取

り組みを行っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

・法政大学研究倫理委員会規定

（https://www.hosei.ac.jp/application/files/7616/9639/1114/regulation26.pdf） 

・研究倫理教育（法政大学研究開発センター） 

（https://www.hosei.ac.jp/suisin/gakunaisha/71399/） 

 

基準９ 社会連携・社会貢献 

9.1 社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、社会連携・社会貢献に関する取り組みを実施していること。また、

教育研究成果を適切に社会に還元していること。 

9.1①「研究及び社会貢献に関する方針」のもと、学外機関、地域社会等との連

携、大学が生み出す知識、技術等を社会に還元する取り組みを行っていますか。 

はい 

9.1②社会連携・社会貢献に関する取り組みにより、地域や社会の課題解決等に

貢献し、大学の存在価値を高めることにつながっていますか。 

はい 

【根拠資料】 

・2023 年度第 1 回 SSI 運営委員会 

2023 年度履修証明プログラム受講希望者 

・2023 年度第 7 回 SSI 運営委員会 

2023 年度中期目標・年度目標達成状況報告書 

 

基準１０ 大学運営 
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 部局による自己点検・評価は実施しない 

 

上記の現状分析結果において、【いいえ】と回答した項目があった場合は、その理由と改善計画について

記入してください。 

大学基準 【いいえ】と回答した点検・評価項目を記述してください 

基準を選択してください  

【いいえ】と回答した理由と、改善の必要がある場合、改善計画について記述してください。 

 

 

Ⅱ 改善・向上の取り組み 

１ 2023 年度 大学評価委員会の評価結果への対応 

【2023 年度大学評価結果総評】（参考） 

SSI は、優れたスポーツ能力を持つ者が特別推薦入学試験を通じて入学するという、複数学部にわた

るインスティテュートであり、その目的は、競技力のある学生に対して、スポーツを科学的および文化

的な観点から理解することができる教育プログラムを提供することである。そのために SSI は、スポー

ツ科学専門の科目と各学部が提供する様々な科目を組み合わせたカリキュラムを運用しているが、ここ

最近は新カリキュラムの実施に向けて着実に準備を重ねてきており、いよいよ 2024 年度に実施される。

今後はこれらの取り組みの成果を評価し、改善策を検討する仕組みが必要となるであろう。また各学部

の教員からなる組織で、それぞれの学部での業務に追加する形での様々な SSI 学生支援が行われている

ことも評価できるであろう。 

自己点検・評価書類にて、課題として今後改善に取り組んでいきたいものとして、「SSI 運営委員会に

学習アドバイザーを設置して、学習指導を行うなどの対策を検討していきたい」を挙げている。この対

策について、2022 年度の総評でも言及されており、おそらく継続課題と考えられるので、引き続き検討

が望まれる。また 2022 年度大学評価委員会の評価結果への対応状況にて、2022 年度の総評にて指摘さ

れていた「一般学生と SSI 生の交流を図ることにも努めたい」と回答しているが、2023 年度での重点目

標等には含まれていない。今後、具体的な目標の設定が望まれる。 

【2023 年度大学評価委員会の評価結果への対応状況】 

SSI の目的は、競技力の高い学生の全人的な成長を促し、文武両道にとどまらず、スポーツの文化的

価値を発信できる人材を育成するとともに、SSI 生の充実したデュアルキャリア（人生というキャリア

にアスリートキャリアという軸を追加した状態）とセカンドキャリアの実現に貢献することである。こ

のことを念頭に、SSI では、2024 年度より現行のカリキュラム・ポリシーを基軸とした新カリキュラム

を展開する。新カリキュラムの開始にあたり、まず SSI 生がその目的や内容について理解しやすいよう

に、カリキュラムマップとカリキュラムツリーを再編した。また、競技力向上や指導者資格の取得とい

った学生のニーズに応じた履修プランを例示した資料を作成し、それらをガイダンスや動画、また SSI

の HP を通じて周知することにより、SSI 生がこれまで以上に計画的かつ合理的な履修計画を作成でき

るように配慮した。 

新カリキュラムでは、初年次教育の充実を図る目的から、これまで市ヶ谷キャンパスのみで開講され

ていた SSI の導入科目である「スポーツ学入門」をフルオンデマンド授業として全ての SSI 生が履修可

能な仕組みを構築した。この授業では、SSI 担当教員らがオムニバス形式で登壇し、授業マナー、文献

検索及び引用の仕方、レポートの書き方、プレゼンテーション技法といった大学での学びに不可欠なス

キルの指導を行うとともに、SSI で開講される各授業の概要について紹介する。加えて、学生相談室、

キャリアセンター、大学スポーツ協会とも連携し、メンタルヘルスやハラスメントの対策、キャリア教

育といった充実した大学生活の構築に不可欠な内容も提供する。また、ディスカッションやディベート

を行いやすいゼミ形式の科目として「スポーツ学演習」を市ヶ谷と多摩の両キャンパスに新設すること

によって SSI 生の専門性の向上を図る。 

 2024 年度は、新カリキュラムの円滑な進行と SSI 生の学習支援を目的として、昨年度からの課題で

ある学習アドバイザー的な役割を担うラーニング・サポーター制度や授業支援アシスタント制度の活用

について SSI 担当教員に呼びかけていきたい。2024 年度は必修科目であるスポーツ心理学（市ヶ谷・多

摩開講）及びコーチング学Ⅱ（市ヶ谷開講）において授業支援アシスタント制度を採用する。また、一

般学生と SSI 生の交流を促進するために学生センターや保健体育センター等と協同して、試合の応援ツ

アーやメディアラウンジなどで SSI 生が所属するクラブ紹介やスポーツ教室の企画などを実施するこ

とや、一般学生が履修するスポーツ総合演習やスポーツ科学等のスポーツ健康科学系の授業において学



スポーツ・サイエンス・インスティテュート（SSI） 

8 

生補助員制度を活用することによって一般学生と SSI 生の交流を試みたい。 

 

２ 各基準の改善・向上 

基準４ 教育・学習 

4.5 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価していること。 

4.5③学習成果を測定するために設定した指

標は、大学のディプロマ・ポリシーに明示し

た学生の学習成果を把握・評価できる指標や

方法になっていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ｓ（さらに改善し

た又は新たに取り

組んだ） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 

Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

・授業改善アンケートにおいて、「講義の内容とシラバスに書かれていることは合致していましたか？」

といった独自質問の追加を行った。その回答結果を SSI 運営委員会において共有し、シラバスの記載

内容と実際の授業運営の整合性について検証した。 

4.5④学習成果を測定するために設定した指

標に基づき、定期的に学生の学習成果を把

握・評価していますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 

Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

4.6 教育課程及びその内容、教育方法について定期的に点検・評価し、改善・向上に向けて取り組んでいること。 

4.6①学習成果の把握・評価の結果に基づい

て、教育課程及びその内容、方法、学生の主

体的、効果的な学習のための諸措置に関する

適切性の確認や見直しをしていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ｓ（さらに改善し

た又は新たに取り

組んだ） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 

Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

・新カリキュラムを確定するために、SSI 運営委員会後に質保証委員会及びカリキュラム委員会を開催

し、SSI 生の学習成果の向上を念頭に、教育課程及びその内容、方法の改善・向上について検討した。 

・新カリキュラムの指標となる新たなカリキュラム・ポリシーを SSI 運営委員会において承認し、それ

に基づいて基礎科目及び専門科目を再編し、SSI 運営委員会において確定した。 

4.6②教育課程及びその内容、方法、学生の

主体的、効果的な学習のための諸措置に関す

る適切性の確認や見直しの基準、体制、方法、

プロセス、周期等を明確にしていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ｓ（さらに改善し

た又は新たに取り

組んだ） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 

Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

・新カリキュラムの確定にあたり、カリキュラム委員会において新たなカリキュラム・ポリシーに依拠

した開講科目案を作成し、それを質保証委員会及び SSI 運営委員会において審議・承認するプロセス

を採用した。 

4.6③教育課程及びその内容、方法、学生の

主体的、効果的な学習のための諸措置につい

て、外部の視点や学生の意見を取り入れるな

ど、適切性の確認や見直しの客観性を高める

ための工夫をしていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 
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Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

基準６ 教員・教員組織 

6.3 教育研究活動等の改善・向上、活性化につながる取り組みを組織的かつ多面的に実施し、教員の資質向上につな

げていること。 

6.3①ＳＳＩ内で教員の教育能力の向上、教

育課程や授業方法の開発及び改善につなげ

る組織的な取り組みを行い、成果を得ていま

すか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 

Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

Ⅲ 2023 年度中期目標・年度目標達成状況報告書 

評価基準 内部質保証 

中期目標 SSI 質保証委員会における実効的な内部質保証を安定化させる。 

年度目標 
１．シラバスチェックをも担う質保証委員会とカリキュラム委員会を適宜開催する。 

２．内部質保証を安定させるため、質保証委員についての見直しを行う。 

達成指標 
１．各学期末に行う、運営委員会に合わせて両委員会を開催する。 

２．質保証委員会において、質保証委員の役割について再検討し、運営委員会に諮る。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 S 

理由 

１．各学期末に行う運営委員会に続いて、質保証委員会、カリキュラム委員会を開催し

た。特にカリキュラム委員会は必要に応じて適宜開催した。 

２．今年度からシラバス第三者確認を学部ごとの輪番制に移行し実施した。また質保証

委員の役割として、新カリキュラムにおけるポリシー、マップおよびツリーの確認

を依頼した。 

改善策 － 

評価基準 教育課程・学習成果【教育課程・教育内容に関すること】 

中期目標 
１．新カリキュラムに関係するポリシーを策定する。 

２．各種ポリシーに準じた新カリキュラムの科目とその内容を精査する。 

年度目標 

１．新カリキュラムに向けて改訂したポリシーを最終決定する。 

２．カリキュラムポリシーに沿って新カリキュラムを確定し、基礎・専門科目を決定す

る。 

達成指標 
新カリキュラムに向けて改訂したポリシーに沿って、基礎科目及び専門科目を確定す

る。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 S 

理由 
新カリキュラムを確定する上で指標となるカリキュラムポリシーを委員会で承認し、そ

れに基づいて基礎科目、専門科目を選定し、委員会において確定した。 

改善策 － 

評価基準 教育課程・学習成果【教育方法に関すること】 

中期目標 

１．SSI 生が文武両道を実現するための多様な学習方法について検討する。 

２．SSI 生が主体的に学び、学びを深める上で有用な教授方法を各授業担当教員に周知

して実装する。 

年度目標 
１．新カリキュラムにおけるオンライン授業のあり方を検討し、実施に関わる要件をま

とめる。 
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２．カリキュラム変更に合わせて、アクティブラーニングに適した少人数科目を検討す

る。 

達成指標 

１．オンデマンド形式に適した科目を選定し、オンデマンドの特性を活かした開講につ

いて具体的に検討する。 

２．演習をはじめとする少人数科目の開講について検討する。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 S 

理由 

１．新カリキュラムにおいて実施する、オンライン授業のあり方（科目の特性や内容な

ど）をカリキュラム委員会で検討し、３科目をオンライン（フルオンデマンド）形

式で実施することとした。 

２．新カリキュラムの特徴の一つである、「スポーツ学演習（ゼミ）」を設置し少人数

教育にも対応した。 

改善策 － 

評価基準 教育課程・学習成果【学習成果に関すること】 

中期目標 
１．SSI 生の学習現状について把握する。 

２．SSI 生の競技・日常生活においてより実用的な学習内容を検討する。 

年度目標 
１．SSI 生を対象にアンケートを実施し、学習状況及び学習成果を把握する。 

２．SSI 生が所属する各学部と連携して GPA を共有してもらい、学習成果を把握する。 

達成指標 

１．大学が実施するアンケートを利用して、SSI 生に関係するデータを抽出し、運営委

員会で共有する。 

２．一般学生のアンケート結果を参考に、SSI 生の現状について運営委員会で共有する。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 S 

理由 

大学が実施したアンケート結果（GPCA）を一般学生および ILAC などと比較し、委員会

で共有した。また各学部から選出された委員に対して、学部所属 SSI 生の学習（履修を

含む）状況などに気を配っていただくよう要請した。 

改善策 － 

評価基準 教員・教員組織 

中期目標 
１．新カリキュラムを編成し、運営していくための体制を強化する。 

２．スポーツ研究センターおよび所属する教員と連携を強化する。 

年度目標 

１．学内のスポーツに関わりのある教職員に新カリキュラムの運営協力を依頼する。 

２．新カリキュラムのポリシー及びカリキュラム内容を、SSI 参画学部に周知し、学部

拠出科目担当教員に協力を要請する。 

達成指標 

１．スポーツ健康学部教員をはじめとする、SSI 参画学部以外のスポーツに関連のある

教職員に協力を依頼する。 

２．SSI 参画学部教授会を通じて、科目担当者に依頼する。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 S 

理由 

１．スポーツ健康学部から選出された委員に対し、学部全体として新カリキュラム実施

に際して協力を求めた。また SSI に参画していない学部に所属しているスポーツ関

連教員に対しては、執行部が適宜協力を依頼した。 

２．SSI 運営委員会において、新カリキュラムについて説明し、SSI 参画学部から関連

科目を拠出してもらえるよう教授会を通じて担当者に依頼した。 

改善策 － 

評価基準 学生支援 

中期目標 

１．SSI に参加している各学部や体育会各部と連携を深める。 

２．SSI 生を対象としたアンケートを充実させ、SSI 生の学習・競技活動の実態を把握

する。 

３．SSI 生に向けた新入生オリエンテーションや在校生ガイダンスを充実させる。 
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４．SSI 生のキャリア支援について、関係部局と連携して検討する。 

年度目標 

１．学生を対象とした各種アンケートの集計結果を各学部教員と共有する。 

２．学生アスリートのキャリア支援の方策について、関係部局（キャリアセンターなど）

と連携する。 

３．アカデミックアドバイザーを設置し、SSI 生の修学を支援する。 

４．SSI 生が抱える様々な問題に対応するため、学生センター（学生相談室を含む）と

連携を深める。 

達成指標 

１．運営委員会において、学生を対象としたアンケートの集計結果を共有する。 

２．大学キャリアセンターと連携し、SSI 学生に対して情報を発信する。 

３．体育会の部長・監督連絡会を通じて、学生の修学に関してサポートを依頼する。 

４．各キャンパスの相談室と連携し、SSI 学生に対して情報を発信する。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

１．第６回運営委員会において学生アンケートの集計結果を共有した。 

２．大学キャリアセンターと連携して体育会学生を対象とした内容を発信してもらっ

た。 

３．年度末に開催されている部長・監督会議で修学のみならず、生活面でのサポートに

ついても保健体育センター長、事務を通じて依頼した。 

４．各学期に開催している SSI 運営委員会において、適宜学生相談室の利用について周

知した。 

改善策 － 

評価基準 社会連携・社会貢献 

中期目標 SSI が所有する資源を有効活用する方策について検討する。 

年度目標 

１．新カリキュラムに向けて、オンデマンド授業の導入について検討し、履修証明プロ

グラム（科目履修生）の活性化を目指す。 

２．スポーツ関連学部に関心のある高校生及び高校に対して出前授業を行う。 

３．千代田区コンソーシアムと連携して、SSI 科目の拠出を検討する。 

達成指標 

１．履修証明プログラムの実施・運営に協力する。 

２．入学センターと連携し、情報を得る。 

３．関連部署と連携し、科目の拠出について検討する。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

１．新カリキュラムにおいて、オンデマンド授業（スポーツ医学関連）を導入するため、

必要に応じて担当者と相談できる体制を整えた。 

２．執行部が入学センターと密に連絡を取っており、依頼内容に応じて、いつでも対応

できる体制が整っている。 

３．今年度は、SSI 科目の拠出はなかったが、オンデマンド授業（スポーツ医学関連）

については、担当教員といつでも対応できる準備を行っている。 

改善策 － 

【重点目標】 

１．2024 年度から運用する新カリキュラムについて、これまでの議論を踏まえて最終調整を行う。 

２．学生支援の充実化に向けて、実効可能な方策を検討する。 

【目標を達成するための施策等】 

１．新カリキュラムのカリキュラムポリシー及びカリキュラムツリーを確定する。 

２．カリキュラムポリシーに沿った新カリキュラムの科目を確定する。 

３．オンライン（特にオンデマンド）に適した科目を選定し、運用の是非について具体的に検討する。 

４．新カリキュラムについて関係部局に依頼し、SSI 生ガイダンス及び SSI 関連ホームページを通じて周

知する。 

【年度目標達成状況総括】 
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 今年度の重点目標として、2024 年度から実施する新カリキュラムを確定することを掲げた。まずその

指標となる、カリキュラムポリシー及びツリーを運営委員会で確定し、それらに沿って科目を選定し、

マップを完成させた。選定のポイントとして、必修科目の見直しを重点的に行い、新入生全員が共通し

て学ぶ必要がある「スポーツ学入門」を必修化した。本科目は科目の特性上、全員が共通して理解するこ

と、繰り返し視聴できることが望ましいため、オンライン（フルオンデマンド）形式で開講する。またア

クティブラーニングを効果的にできる「スポーツ学演習」を新たに設置して、ゼミ形式による少人数ク

ラスを提供することにより、きめ細かい学生対応が可能となる。前述以外にも授業内容を反映した科目

名に変更したり、より現代社会にあった内容の科目を新設したりすることで、約 20 年ぶりの新カリキュ

ラムが出来上がった。また今後新カリキュラムを遂行する上で、参画学部から拠出される専門科目の持

続的安定化、及び参画学部に関わらず全てのスポーツ関連教員の協力が必要不可欠であると考える。そ

れらについても、年度目標に挙げた内容は運営委員会において一通り説明し、理解と協力を得ることが

できた。以上のことから今年度の自己評価としては、高い水準で達成できたと認識している。 

 

Ⅳ 2024 年度中期目標・年度目標 

評価基準 内部質保証 

中期目標 質保証委員会における実効的な内部質保証を安定化させる。 

年度目標 
2024 年度から開始する新カリキュラムの運営状況の検証を目的として、質保証委員を見

す。 

達成指標 
運営委員会においてカリキュラム委員及びシラバスチェック担当の各質保証委員を新た

に選任する。 

評価基準 教育課程・学習成果【教育課程・教育内容に関すること】 

中期目標 各種ポリシーに準じた新カリキュラムの科目とその内容を精査する。 

年度目標 
新カリキュラムの適切な運営と定着を図るため、設置科目及びそれらの教育内容について

検証する。 

達成指標 

１．大学が実施するアンケート結果等を用いて、設置科目及びそれらの教育内容について

評価する。 

２．運営委員会、カリキュラム委員会等において、新カリキュラムの課題や改善点等に関

する意見聴取を行う。 

評価基準 教育課程・学習成果【教育方法に関すること】 

中期目標 

１．SSI 生が文武両道を実現するための多様な学習方法について検討する。 

２．SSI 生が主体的に学び、学びを深める上で有用な教授方法を各授業担当教員に周知し

て実装する。 

年度目標 

１．文武両道を目指す SSI 生の学習効果の促進を目的として開講したオンデマンド授業に

ついて検証する。 

２．SSI 生における主体性の向上と学びの深化を目的として新設した少人数授業について

検証する。 

達成指標 

１．大学が実施するアンケート結果等を用いて、オンデマンド授業（スポーツ学入門等）

及びゼミ形式で展開する少人数授業（スポーツ学演習）について評価する。 

２．運営委員会、カリキュラム委員会等において、上記授業の課題や改善点等に関する意

見聴取を行う。 

３．新設したオンデマンド授業と少人数授業について検証するため、必要に応じて教員・

学生から聞き取りを行い、その結果を議論する。 

評価基準 教育課程・学習成果【学習成果に関すること】 

中期目標 新カリキュラムの学習成果について精査する。 

年度目標 
新カリキュラムの適切な運営と定着を図るため、学習成果の観点から新カリキュラムにつ

いて検証する。 

達成指標 

１．大学が実施するアンケート結果等を用いて、SSI 生と一般学生、また 2024年度と過年

度を比較検討し、新カリキュラムの学習成果について評価する。 

２．運営委員会、カリキュラム委員会等において、新カリキュラムの課題や改善点等に関

する意見聴取を行う。 
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評価基準 教員・教員組織 

中期目標 
１．新カリキュラムを編成し、運営していくための体制を強化する。 

２．スポーツ研究センターおよび所属する教員と連携を強化する。 

年度目標 
１．新カリキュラムの検証機能を向上させる体制を整える。 

２．スポーツ研究センターやスポーツ健康学部に所属する教員と協同する。 

達成指標 
スポーツ研究センターやスポーツ健康学部に所属する教員の協力を得ながら、新カリキュ

ラムの適性について検証可能な教員をカリキュラム委員や質保証委員に選出する。 

評価基準 学生支援 

中期目標 

１．SSI 生の支援について関係部局と連携する。 

２．SSI 生の学習支援の充実を図る。 

３．一般学生と SSI 生の交流を図るため関連部局と連携する。 

年度目標 

１．SSI 生の支援について関係部局に協力を依頼する。 

２．SSI 生の学習を支援する方策について協議する。 

３．一般学生と SSI 生の交流を促進するための企画について関係部局に相談する。 

達成指標 

１．キャリアセンター、学生相談室等と連携し、SSI 生の充実した学生生活の実現に寄与

する情報を発信する。 

２．授業支援アシスタント制度やラーニングサポーター制度等の既存資源を軸として、SSI

生の学習支援を実装するための方策を幅広く再検討する。 

３．学生センター、保健体育センター等と協同して、体育会の応援ツアー、メディアラウ

ンジや学習ステーションでの学習、またスポーツ総合演習等において学生補助員制度

を活用することによって一般学生と SSI 生の交流を促す。 

評価基準 社会連携・社会貢献 

中期目標 SSI が所有する資源を有効活用する方策について検討する。 

年度目標 
１．履修証明プログラム（科目履修生）の活性化について協議する。 

２．千代田区コンソーシアムと連携して、SSI 科目の拠出を検討する。 

達成指標 
１．履修証明プログラムの実施・運営に協力しながら、関連部署と協議する。 

２．関連部署と連携し、科目の拠出について検討する。 

【重点目標】 

１．2024 年度から運用する新カリキュラムの適切な運営と定着を図るため、新カリキュラムについて検

証する。 

２．SSI 生の充実した学生生活の実現に資する方策について検討する。 

【目標を達成するための施策等】 

１．新カリキュラムについて検証するため、次の取り組みを行う。 

  ①質保証委員を再編する。 

  ②大学が実施するアンケート結果等を活用する。 

  ③SSI 運営委員会、カリキュラム委員会等において意見を聴取する。 

２．SSI 生に対する支援として、次の取り組みを行う。 

  ①関連部局と連携し、SSI 生の充実した学生生活の実現に資する情報を発信する。 

  ②授業支援アシスタントやラーニングサポーター等の活用について検討する。 
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連帯社会インスティテュート 

 

【2024 年度大学評価総評】 

連帯社会インスティテュートは、少人数教育の利点を活かしたきめ細かい丁寧な個人指導を実施して

おり、学生に対し年２回の研究報告を通して研究の進捗に関して十分な指導を行っていることは、優れ

た取り組みである。また、学生によるアンケート結果を常に授業改善に役立たせていることも評価でき

る。授業については、夜間中心の大学院であるという特殊性を加味したオフィスアワーの周知を行うと

ともに、学生相談等を柔軟に実施できるようオンラインの活用策を前進させた点は評価できる。連帯社

会の構築を担う実務家を育成するという設立目的を持続的に果たすため、入学者の卒業割合 80％以上と

いう現状を維持するという目標については、2023 年度は、1 名の転研究科者を除き全員が２年修了とな

り、高い卒業割合を維持できている点は評価できる。さらに、卒業生が本インスティテュートでの学び

をどのように実社会で生かしているかを調査し、外部に知らせることも、学生募集に効果があるのでは

ないかと考える。社会人大学院では、OB/OG の推薦が学生募集に大きな影響を与えるという特色に着目

し、潜在的受験生の掘り起こしなど、可能な措置を導入する一環として、OB/OG組織と在校生の連携を進

めるため、OB/OG が参加できる勉強会等の定期開催を 2024 年度スタートさせられるよう準備を進めてい

る点は大いに期待できる。 

 

大学基準協会の第 4 期大学基準に基づいた評価項目の充足状況の確認 

2024 年度自己点検・評価シートに記載された 

Ⅰ現状分析を確認 

すべての評価項目で「はい」が選択されており、

充足していることが確認できた。 

 

 

【2024 年度自己点検・評価結果】 

Ⅰ 現状分析 

基準１ 理念・目的 

1.1 大学の理念・目的を適切に設定すること。また，それを踏まえ，学部及び研究科の目的を適切に設定し，公表し

ていること。 

1.1①インスティテュートごとに，大学が掲げる理念を踏まえ，教育研究活動等

の諸活動を方向付ける人材育成その他の教育研究上の目的（教育目標）を明らか

にしていますか。 

はい 

1.1②インスティテュートごとに，人材育成その他の教育研究上の目的（教育目

標）を学則又はこれに準ずる規則等に明示し，かつ教職員及び学生に周知し，社

会に対して公表していますか。 

はい 

【根拠資料】 

法政大学大学院公式 HP 

https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/hoshin/gakui_juyo/daigaku_in/ 

 

基準２ 内部質保証 

2.1 内部質保証のための方針を適切に設定していること。また，教育の充実と学習成果の向上を図るために，内部質

保証システムを整備し，適切に機能させていること。 

2.1①インスティテュートにおいて，運営委員長及び運営委員会等の権限や責任

を明確にした規程を整備し，規程に則った運営が行われていますか。 

はい 

2.1②インスティテュートにおいて，自己点検評価結果を活用して改善・向上に

取り組んでいますか。 

はい 

【根拠資料】 

法政大学大学院連帯社会インスティテュート運営委員会規程 

 

基準３ 教育研究組織 

 部局による自己点検・評価は実施しない 
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基準４ 教育・学習 

（１）教育課程・教育内容 

4.1 達成すべき学習成果を明確にし，教育・学習の基本的なあり方を示していること。 

4.1①授与する学位ごとに，ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）において，学

生が修得すべき知識，技能，態度等の学習成果を明らかにしていますか。 

はい 

4.1②授与する学位ごとに，カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方

針）において，学習成果を達成するために必要な教育課程の編成（教育課程の体

系，教育内容）・実施（教育課程を構成する授業科目区分，授業形態等）方針を明

確にしていますか。 

はい 

4.1③また，カリキュラム・ポリシーにおいて，学習成果を達成するために必要な

教育課程及び教育・学習の方法を明確にしていますか。 

はい 

4.1④上記の学習成果は授与する学位にふさわしいですか。 はい 

【根拠資料】 

法政大学大学院公式 HP 

https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/hoshin/gakui_juyo/daigaku_in/ 

 

4.2 学習成果の達成につながるよう各学位課程にふさわしい授業科目を開設し，教育課程を体系的に編成しているこ

と。 

4.2①授与する学位と整合し専門分野の学問体系等にも適った授業科目を開講し

ていますか。 

はい 

4.2②各授業科目の位置づけ（主要授業科目の類別等）と到達目標の明確化をし

ていますか。 

はい 

4.2③「法政大学大学院学則」第 15 条（「単位」）に基づいた単位設定を行ってい

ますか。 

はい 

4.2④学生の学習時間の考慮とそれを踏まえた授業期間及び単位の設定を行って

いますか。 

はい 

4.2⑤学習の順次性に配慮した授業科目の年次・学期配当及び学びの過程の可視

化を行っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

法政大学大学院公式 HP 

https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/hoshin/gakui_juyo/daigaku_in/ 

 

（２）教育方法・学習方法 

4.3 課程修了時に求められる学習成果の達成のために適切な授業形態，方法をとっていること。また，学生が学習を

意欲的かつ効果的に進めるための指導や支援を十分に行っていること。 

4.3①授業形態，授業方法が学部・研究科の教育研究上の目的や課程修了時に求

める学習成果及びカリキュラム・ポリシーに応じたものであり，期待された効果

が得られていますか。 

はい 

4.3②それぞれの授業形態に即して，1 授業たりの学生数が配慮されていますか。 はい 

4.3③ＩＣＴを利用した遠隔授業は「2023 年度授業実施方針について」に沿って，

適した授業科目に用いられていますか。また，効果的な授業となるような工夫を

講じ，期待された効果が得られていますか。 

はい 

4.3④単位の実質化（単位制度の趣旨に沿った学習内容，学習時間の確保）を図る

措置を行っていますか。 

はい 

4.3⑤シラバスの作成と活用をしていますか，また学生が授業の内容や目的を理

解し，効果的に学習を進めるために十分な内容になっていますか。 

はい 

4.3⑥授業の履修に関する指導，学習の進捗等の状況や学生の学習の理解度・達

成度の確認，授業外学習に資するフィードバック等の措置を行っていますか。 

はい 

4.3⑦研究指導計画（研究指導の内容及び方法，年間スケジュール）を書面で作成

し，あらかじめ学生が知ることのできる状態にしていますか。 

はい 

4.3⑧研究指導計画に基づく研究指導，学位論文指導を行っていますか。 はい 
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【根拠資料】 

法政大学シラバス（⑦⑧については，論文指導 I・II としてシラバス上にも記載）。 

法政大学大学院連帯社会インスティテュート公式 HP に「法政大学大学院連帯社会インスティテュート

修士論文の研究指導計画」を掲載。 

 

4.4 成績評価，単位認定及び学位授与を適切に行っていること。 

4.4①成績評価及び単位認定を客観的かつ厳格で，公正，公平に実施しています

か。 

はい 

4.4②成績評価及び単位認定にかかる基準・手続（学生からの不服申立への対応

含む）を学生に明示していますか。 

はい 

4.4③「法政大学大学院学則」第 20 条の 2（入学前既修得単位の認定）に基づき

既修得単位などの適切な認定を行っていますか。 

はい 

4.4④「法政大学大学院学則」第 22 条（修了要件）に基づき卒業・修了の要件を

明確にし，刊行物，ホームページ等のいずれの方法によっても，予め学生に明示

していますか。 

はい 

4.4⑤学位論文審査基準を定め，文章等によって予め学生に明示し公表していま

すか。 

はい 

4.4⑥学位授与における実施手続及び体制が明確になっていますか。 はい 

4.4⑦ディプロマ・ポリシーに則して，適切に学位を授与していますか。 はい 

【根拠資料】 

各科目の成績評価については，法政大学シラバスに掲載。 

法政大学大学院連帯社会インスティテュート公式 HP に「法政大学大学院連帯社会インスティテュート 

修士論文の学位論文審査基準」を掲載。 

 

4.5 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価していること。 

4.5①授業改善アンケートの結果を組織的に活用していますか。 はい 

4.5②修了生アンケートの結果を組織的に活用していますか。 はい 

【具体的な活用事例】 

連帯社会インスティテュートの特性を考慮のうえ，本インスティテュート独自のアンケートを実施し，

豊富な自由記述欄のコメントをふまえ，アンケートの結果を教務委員会において共有するとともに，各

教員にフィードバックしている。 

 

基準５ 学生の受け入れ 

5.1 学生の受け入れ方針に基づき，学生募集及び入学者選抜の制度や運営体制を適切に整備し，入学者選抜を公平，

公正に実施していること。 

5.1①学位課程ごとに，アドミッション・ポリシー（学生の受け入れ方針）を設定

していますか。 

はい 

5.1②上記のアドミッション・ポリシーは，入学前の学習歴，学力水準，能力等の

求める学生像や，入学希望者に求める水準等の判定方法を志願者等に理解しやす

く示していますか。 

はい 

5.1③アドミッション・ポリシーに沿い，適切な体制・仕組みを構築して入学者選

抜を公平，公正に実施していますか。 

はい 

5.1④入学者選抜にあたり特別な配慮を必要とする志願者に対応する仕組みを整

備していますか。 

はい 

5.1⑤すべての志願者に対して分かりやすく情報提供していますか。 はい 

【根拠資料】 

法政大学大学院 HP 

https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/hoshin/ukeire_hoshin/daigaku_in/ 

 

基準６ 教員・教員組織 

6.1 教員組織の編制に関する方針に基づき，教育研究活動を安定的にかつ十全に展開できる教員組織を編制し，学習
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成果の達成につながる教育の実現や大学として目指す研究上の成果につなげていること。 

6.1①インスティテュートの教員組織の編制は，「人材育成その他の教育研究上の

目的（教育目標）」，「求められる教員像及び教員組織の編成方針」に整合していま

すか。 

はい 

6.1②教員が担う責任は明確になっていますか。 はい 

6.1③科目適合性を含め，学習成果の達成につながる教育や研究等の実施に適っ

た教員構成となっていますか。 

はい 

6.1④各教員の担当授業科目，担当授業時間の適切な把握・管理をしていますか。 はい 

6.1⑤教員は職員と役割分担し，それぞれの責任を明確にしながら協働・連携す

ることで，組織的かつ効果的な教育研究活動を実現していますか。 

はい 

【根拠資料】 

法政大学大学院 HP 

https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/hoshin/ukeire_hoshin/daigaku_in/ 

法政大学大学院連帯社会インスティテュート運営委員会規程 

 

6.2 教員の募集，採用，昇任等を適切に行っていること。 

6.2①教員の募集，採用，昇任等に関わる明確な基準及び手続に沿い，公正性に配

慮しながら人事を行っていますか。 

はい 

6.2②年齢構成に著しい偏りが生じないように人事を行っていますか。また，性

別など教員の多様性に配慮していますか。 

はい 

【根拠資料】 

法政大学政治学研究科および公共政策研究科の規程を準用 

 

基準７ 学生支援 

7.1 学生支援に関する大学としての方針に基づき，学生支援の体制を整備し，適切に実施していること。 

7.1①学生が能力に応じて自律的に学習を進められるようサポートする仕組みを

整備していますか（補習教育，補充教育，学習に関わる相談等）。 

はい 

7.1②障がいのある学生や留学生の実態に応じ，それらの学生に対する修学支援

を行っていますか。 

はい 

7.1③学習の継続に困難を抱える学生（留年者，退学希望者等）に対し，その実態

に応じて対応していますか。 

はい 

7.1④ＩＣＴを利用した遠隔授業を行う場合にあっては，自宅等の個々の場所で

学習する学生からの相談に対応するなどの学習支援を行っているか。また，学生

の通信環境へ配慮した対応（授業動画の再視聴機会の確保等）を必要に応じて行

っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

法政大学シラバス 

持ち出しの学習会として「連帯社会連続講座」の開催，自発的な勉強会として「労働研究会」（2024 年

度からは「連帯社会研究会」）の開催 

 

基準８ 教育研究等環境 

8.1 研究活動に関わる支援，条件整備を通じ，研究活動の促進を図っていること。また，健全な研究活動のために必

要な措置を講じていること。 

8.1①「法政大学研究倫理規程」に沿って，学生も含めて研究倫理の遵守を図る取

り組みを行っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

「ストップ!! 研究行為の不正行為」の配布 

「研究倫理 e ラーニングコース」の受講 

 

基準９ 社会連携・社会貢献 

9.1 社会連携・社会貢献に関する方針に基づき，社会連携・社会貢献に関する取り組みを実施していること。また，
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教育研究成果を適切に社会に還元していること。 

9.1①「研究及び社会貢献に関する方針」のもと，学外機関，地域社会等との連

携，大学が生み出す知識，技術等を社会に還元する取り組みを行っていますか。 

はい 

9.1②社会連携・社会貢献に関する取り組みにより，地域や社会の課題解決等に

貢献し，大学の存在価値を高めることにつながっていますか。 

はい 

【根拠資料】 

基礎科目（必修）「連帯社会とサードセクター」の ILO との共催 

持ち出しの学習会として「連帯社会連続講座」の開催，自発的な勉強会として「労働研究会」（2024 年

度からは「連帯社会研究会」）の開催 

 

基準１０ 大学運営 

 部局による自己点検・評価は実施しない 

 

上記の現状分析結果において，【いいえ】と回答した項目があった場合は，その理由と改善計画について

記入してください。 

大学基準 【いいえ】と回答した点検・評価項目を記述してください 

基準を選択してください  

【いいえ】と回答した理由と，改善の必要がある場合，改善計画について記述してください。 

 

 

Ⅱ 改善・向上の取り組み 

１ 2023 年度 大学評価委員会の評価結果への対応 

【2023 年度大学評価結果総評】（参考） 

「連帯社会インスティテュート」は，他大学では見られない労働組合，協同組合，NPO という連帯社

会の構築，市民社会の発展に資する人材の養成を目的とした教育課程と教育内容を提供するために，各

領域を専攻する教員による講義（コースワーク）と論文指導（リサーチワーク）に加え，様々な取り組

みや検討が進められている点は高く評価できる。 

2022 年度中期目標・年度目標・達成指標の教育課程・学習成果については，2022 年度の目標は達成

されており，年度末報告を踏まえて 2023 年度の目標が立てられており，PDCA サイクルを回しているこ

とが確認できる。達成指標についても，年度目標を実現するための仕組みや方法を含めて具体的に明記

するとさらに良いだろう。 

また，教育課程・学習成果における課題に関しては，労働組合・協同組合・NPOの各業界が全国に展

開している一方で，卒業には通学を要するため，現職の社会人にとっては首都圏でしか教育を提供でき

ないという課題は，教育方法の特色としているオンデマンドやハイフレックス形式の授業を導入・拡充

することで，一定程度，クリアされていくようにも見える。もしも，授業形式や大学院生側の勤務時間

などが原因でオンラインであっても解決できない，あるいはオンラインの実施が不可能な問題があるな

らば，具体的内容を明記して PDCA を回し改善につなげて行くことを期待したい。 

なお，教員募集，採用，昇任等に関して「根拠資料なし」と自己点検評価シートで回答していた点に

ついては，政治学研究科，公共政策研究科の規程を準用していることをインタヴューで確認した。 

【2023 年度大学評価委員会の評価結果への対応状況】 

 達成指標については，連帯社会インスティテュートの特性を考慮し，インスティテュートの運用およ

び講義・論文指導が，比較的少数の教員および大学院生の間で行われているというメリットを活用し，

量的だけでなく質的にもとらえることができるように工夫する。 

教育課程・学習成果における課題に関しては，指摘されたように，オンデマンドやハイフレックス形

式の授業を拡充することで，受講側の利便性をより高めることが求められる。と同時に，大学院生を推

薦する指定団体側においても，地方から大学院生を派遣できるような体制を整える必要がなる。ただし，

この体制の構築は，短期間でできるとは限らないので，中長期的な課題として取り組んでいきたい。 

一方，労働組合・協同組合・NPO との連携を強化し，教育課程・学習成果の課題に対処するだけでな

く，在籍中の大学院生の支援，入学希望者の拡大，社会貢献に資するため，基礎科目（必修）「連帯社会

とサードセクター」の ILO との共催，持ち出しの学習会として「連帯社会連続講座」の開催，自発的な

勉強会として「労働研究会」（2024 年度からは「連帯社会研究会」）の開催に一層積極的に取り組む。 
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２ 各基準の改善・向上 

基準４ 教育・学習 

4.5 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価していること。 

4.5③学習成果を測定するために設定した指

標は，ディプロマ・ポリシーに明示した学生

の学習成果を把握・評価できる指標や方法に

なっていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

4.5④学習成果を測定するために設定した指

標に基づき，定期的に学生の学習成果を把

握・評価していますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

4.6 教育課程及びその内容，教育方法について定期的に点検・評価し，改善・向上に向けて取り組んでいること。 

4.6①学習成果の把握・評価の結果に基づい

て，教育課程及びその内容，方法，学生の主

体的，効果的な学習のための諸措置に関する

適切性の確認や見直しをしていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

4.6②教育課程及びその内容，方法，学生の

主体的，効果的な学習のための諸措置に関す

る適切性の確認や見直しの基準，体制，方法，

プロセス，周期等を明確にしていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

4.6③教育課程及びその内容，方法，学生の

主体的，効果的な学習のための諸措置につい

て，外部の視点や学生の意見を取り入れるな

ど，適切性の確認や見直しの客観性を高める

ための工夫をしていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

基準５ 学生の受け入れ 

5.3 学生の受け入れに関わる状況を定期的に点検・評価し，改善・向上に向けて取り組んでいること。 

5.3①学生の受け入れに関わる事項を定期的

に点検・評価し，当該事項における現状や成

果が上がっている取り組み及び課題を適切

に把握していますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 
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上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

5.3②点検・評価の結果を活用して，学生の

受け入れに関わる事項の改善・向上に取り組

み，効果的な取り組みへとつなげています

か。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

基準６ 教員・教員組織 

6.3 教育研究活動等の改善・向上，活性化につながる取り組みを組織的かつ多面的に実施し，教員の資質向上につな

げていること。 

6.3①インスティテュート内で教員の教育能

力の向上，教育課程や授業方法の開発及び改

善につなげる組織的な取り組みを行い，成果

を得ていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

6.3②インスティテュート内で教員の研究活

動や社会貢献等の諸活動の活性化や資質向

上を図るために，組織的な取り組みを行い，

成果を得ていますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は，その内容について記述してください。 

Ｓの場合は，改善した取り組みや新たな取り組み，成果を記述してください。 

Ｂの場合は，改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

Ⅲ 2023 年度中期目標・年度目標達成状況報告書 

評価基準 教育課程・学習成果【教育課程・教育内容に関すること】 

中期目標 

○授業科目 

・3 プログラム（NPO、労働組合、協同組合）制に基づく、基礎科目、専門科目、選択

必修科目の区分を含む、カリキュラム体系、各科目の配置、シラバスの記載項目な

どについて、自己点検フォーマットを作成、自己点検を行い、必要に応じて見直し

を行う。 

・科目等履修生から意見や希望を聴取し、正規の院生として入学する割合を高めると

ともに、入学後にメリットがでるように検討する。 

○修士論文 

・社会人大学院という性格を踏まえ、修士論文に加えて、リサーチペーパーを認める

かどか、検討を行い、必要と判断されれば、導入する。 

・3 プログラム（NPO、労働組合、協同組合）制に基づく各プログラム担当教員とプロ

グラム構成院生によるゼミ（特論演習Ⅰ、Ⅱ、および論文指導Ⅰ、Ⅱ）、研究報告

（M1、M2 とも年 2 回）と個別指導の 3 種類の論文指導について、2021 年度に決定し

た自己点検フォーマット案を試行し、フォーマットを確定させる。 

年度目標 

○授業科目 

・3 プログラム（NPO、労働組合、協同組合）の担当教員 3 名（以下、プログラム担当

教員）は、基礎科目、専門科目、選択必修科目の区分を含む、カリキュラム体系、各
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科目の配置、シラバスの記載項目などについて 2022年度に作成したフォーマット案

を用いて、各年度の見直しを十分に行えるものか試行・検証する。 

・科目等履修生に関して、すでに実施している授業アンケート以外にも履修生から意

見や希望を聴取する方法がないか、またその時期等についても、教務委員を中心に

検討する。 

○修士論文 

・社会人大学院という性格を踏まえ、教務委員を中心に、修士論文に加え、リサーチペ

ーパーを認めるかどうか検討するため、本学他研究科の実態把握をさらに進め、必

要に応じて他大学院についても情報収集を行う。 

・プログラム担当教員は、プログラム構成院生によるゼミ（特論演習Ⅰ、Ⅱ、および論

文指導Ⅰ、Ⅱ）、研究報告（M1、M2 とも年 2 回）と個別指導の 3 種類の論文指導に

ついて、昨年度作成したフォーマット案を具体的に試行させ検証する。 

達成指標 

○授業科目 

・3 プログラム制に基づく、基礎科目、専門科目、選択必修科目の区分を含む、カリキ

ュラム体系、各科目の配置、シラバスの記載項目などに基づき作成した各プログラ

ム担当教員による自己点検フォーマット案を用いて試行・検証を行うこと。 

・科目等履修生に関して、履修生から意見や希望を聴取する時期や方法について検討

する教務委員会を開催し、独自実施の授業アンケート以外の方法や時期について検

討が行われること。 

○修士論文 

・修士論文に加えて、リサーチペーパーを認めるかどうか、検討するため、本学他大学

院等の事例を収集した資料を整理すること。 

・3 プログラム制に基づく各プログラム担当教員が、ゼミ（特論演習Ⅰ、Ⅱ、および論

文指導Ⅰ、Ⅱ）、研究報告（M1、M2 とも年 2 回）と個別指導の 3 種類の論文指導に

ついて、自己点検フォーマット案を具体的に試行・検証すること。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

◯授業科目 

・３プログラムの担当教員により、前年度作成したフォーマット案が各年度の見直し・

点検において十分に行えるものであることを確認した。 

・科目等履修生に関して、授業アンケートへの回答および、授業において都度の意見・

希望の聴取を実施することができた。 

◯修士論文 

・社会人大学院という性格を踏まえ、修士論文に加え、リサーチペーパーを認めるか

どうか検討するための他大学等についての情報収集とともに、今年度の論文提出者

の論文形式での妥当性について確認を行った。 

・各プログラムにおいて、昨年度作成したフォーマット案を試行的に活用しながら、

プログラムごとでの自己点検を実施した。 

改善策 － 

評価基準 教育課程・学習成果【教育方法に関すること】 

中期目標 

〇授業科目 

・引き続き教育方法については学習効果を上げるための FD などの取り組みについて検

討していく。 

・非常勤の教員については、教育方法について把握できていないので、把握、検討して

いく必要があるかどうか、引き続き議論し、必要に応じた措置をとる。 

〇修士論文 

・研究報告（M1、M2 とも年 2 回）の実施回数や方法、論文研究指導の実施方法、論文

の審査体制と評価方法などについて、自己点検を行うとともに、他大学院や他法政

大学の他研究科の方法なども調査し、必要な見直しを行う。 

年度目標 〇授業科目 
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・教育方法については、学習効果を上げるための FD などの取り組みについて、本学他

研究科及び必要に応じて他大学の社会人大学院における情報を収集・整理する。 

・非常勤の教員については、教育方法について把握、検討していくため、アンケートを

実施等意見聴取を試行する。 

〇修士論文 

・研究報告（M1、M2 とも年 2 回）の実施回数や方法、論文研究指導の実施方法、論文

の審査体制と評価方法などについて、改善の余地がないか各プログラム担当教員間

で検討の場をもつ。 

達成指標 

〇授業科目 

・教育方法については、学習効果を上げるための FD 実施に関して、収集された本学他

研究科等の情報を教員間で共有する。 

・非常勤の教員の教育方法についてアンケート等により意見聴取を実施する。 

〇修士論文 

・研究報告（M1、M2 とも年 2 回）の実施回数や方法、論文研究指導の実施方法、論文

の審査体制と評価方法などについて、それぞれ維持か変更か、改善の余地について

判断する。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

◯授業科目 

・教育方法について、学習効果を上げるため FD などの取組について、本学研究科及び

他大学の社会人大学院における情報収集を行った。 

・非常勤の教員についての教育方法について、直接担当者にヒアリングを行うことで

アンケート実施に代用した。 

◯修士論文 

・研究報告の実施回数や方法、論文研究指導の実施方法、論文の審査体制と評価方法

の改善について検討の場をもった。 

改善策 － 

評価基準 教育課程・学習成果【学習成果に関すること】 

中期目標 

○授業科目 

・前期の検討を通し、個々の教員が担当している科目については、シラバスにおける

到達目標の基準策定が必要と判断された。具体的な検討を経て、到達目標導入に向

けた努力を図る。 

・オムニバスの授業（連帯社会とサードセクター）についても、同様の措置を進め、シ

ラバスの「成績評価の方法と基準」について、見直しを行い、必要な場合は修正を行

う。 

・個々の教員の担当科目、オムニバス授業ともに、院生の単位取得割合を学期後に確

認し、割合向上策の策定を進める。 

○修士論文 

・研究報告について、出席と報告の確認だけではなく、報告内容のレベル基準や指標、

その後に改善がなされた程度などについて判断するフォーマット案の策定を試み、

論文のレベルアップをはかる。 

・論文については、提出時の評価だけではなく、2 年間の進歩についても判断するプロ

セス評価のフォーマット案を策定し、導入に務める。 

年度目標 

○授業科目 

・個々の教員が担当している科目については、シラバスの「到達目標」に対しカリキュ

ラムとの整合性の観点から基準案策定に向けた検討を進める。 

・オムニバス授業（連帯社会とサードセクター）についても、各担当科目同様にカリキ

ュラムとの整合性の観点から検討を進める。また、シラバスの「成績評価の方法と

基準」について、科目構成教員間で合意形成の場をもつ。 

・個々の教員の担当科目、オムニバス授業ともに、履修した院生が単位を取得した割

合を把握し、向上させるための具体的なプラン案を策定する。 
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○修士論文 

・研究報告について、出席と報告の確認だけではなく、報告内容のレベル基準や指標、

その後に改善がなされた程度などについて教員間で意見交換の場をもち、改善の

PDCA サイクルを回せるようにする。 

・論文については、提出時の評価だけではなく、各学生が 2 年間でどのように成長し

たのか、プロセス評価を可能とする手法を検討し、導入計画策定に結びつける。 

達成指標 

○授業科目 

・個々の教員が担当している科目とカリキュラムとの整合性について、教員間での議

論の場をもつこと。 

・オムニバス授業（連帯社会とサードセクター）についても、同様の措置を検討すると

ともに、シラバスの「成績評価の方法と基準」について、科目構成教員の間で合意形

成の場をもつこと。 

・個々の教員の担当科目、オムニバス授業ともに、履修した院生が単位を取得した割

合を把握し、向上を図る措置について検討した上で、次年度以降の導入に向けた道

筋が決定されること。 

○修士論文 

・研究報告について、報告内容のレベル基準や指標、その後に改善がなされた程度な

どについて意見交換の場を定期的にもてる工程計画を検討すること。 

・論文については、提出時の評価だけではなく、2 年間の成長を判断するプロセス評価

の手法と導入計画案を検討すること。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

○授業科目 

・個々の教員が担当している科目について、カリキュラムとの整合性の観点からシラ

バスの「到達目標」に対し基準案策定に向けた検討を進めた。 

・オムニバス授業（連帯社会とサードセクター）についても、各担当科目同様にカリキ

ュラムとの整合性の観点から検討を行った。また、シラバスの「成績評価の方法と

基準」について、科目構成教員間で合意形成の場をもち、議論が進められている。 

・個々の教員の担当科目、オムニバス授業ともに、履修した院生が単位を取得した割

合共有した。次年度以降、向上させるための実質的なプラン案の策定に進めたい。 

○修士論文 

・研究報告について、出席と報告の確認だけではなく、報告内容のレベル基準や指標、

その後に改善がなされた程度などについて教員間で意見交換の場をもった。改善の

PDCA サイクルを回せる環境を立ち上げることができた。 

・論文については、提出時の評価だけではなく、各学生が 2 年間でどのように成長し

たのか、プロセス評価の意義が確認されるとともに、次年度以降の導入計画策定へ

と結びつける準備を進めている。 

改善策 － 

評価基準 学生の受け入れ 

中期目標 

○入試広報 

・推薦入試については、院生を推薦した団体の修了後の満足度の把握から改善までの

サイクル整備を試行する。 

・一般入試については、全学の説明会に加えて、インスティテュート独自の説明会な

どを実施する。また、ウェブサイトの充実や広報マテリアル（パンフなど）のさらな

る活用・普及策を検討し、予算措置を含め、必要な手段を実施する。 

○その他 

・入学者の質的水準の確保に向け、選抜における口頭試問の評価基準案を作成し、実

施に向けた整備を図る。 

・留学生の受け入れ拡大に向けた対策として英文パンフの活用を中心に、可能な措置

を導入する。 
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・社会人大学院では、OB/OG の推薦が学生募集に大きな影響を与える。このため、OB/OG

による同窓会組織と協力し、潜在的受験生の掘り起こしなど、可能な措置を導入す

る。 

年度目標 

○入試広報 

・推薦入試については、社会人学生の推薦団体を対象とした説明会・相談会の実施と

既卒者および所属団体に対する就学時の満足度等についての意見を聴取する。 

・一般入試については、NPO プログラムを中心に他大学院との差別化を図れる広報案を

検討する。インスティテュート独自のウェブサイトの充実や広報マテリアル（パン

フなど）の改訂や配布について、予算措置を含め検討する。 

○その他 

・入学者の質的水準の確保に向けた口述試験の評価基準について、受験時の論文・計

画書や学生のポテンシャルを査定できる相対評価指標案を検討する。 

・留学生を受け入れる環境として十分であるのかを検討する機会を設け、改善策を検

討する。 

・OB/OG と在校生がつながる機会を各年度計画できるよう検討するとともに、推薦団体

等での広報のあり方について現状を確認し、潜在的受験生の掘り起こしの余地につ

いて議論する。 

達成指標 

○入試広報 

・推薦入試については、修了生および院生を推薦した団体との交流を深め、既卒者と

の対話の機会を設ける。 

・一般入試については、NPO プログラムを中心に本インスティテュートの特色を具体的

に集約すること。 

・インスティテュート独自のウェブサイト活用、および、広報マテリアル（パンフな

ど）の作成にかかる予算等について具体的な計画案を検討すること。 

○その他 

・入学者の質的水準の確保に向け、選抜における口頭試問の相対評価での基準案が作

成されること。 

・留学生の学習環境として追加的に必要とされる措置等について議論し、具体的な改

善策を検討する。 

・OB/OG と在校生とがつながれる機会を定期的に設けられるよう、既卒者への連絡系統

の整備を図る会議を開催する。推薦団体にコンタクトをとり、団体内での広報のあ

り方について確認する。 

年

度

末

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

○入試広報 

・推薦入試について、社会人学生の推薦団体を対象とした説明会・相談会を実施する

とともに、既卒者および送り出し団体に対する就学時の満足度等についての意見聴

取を実施した。 

・一般入試については、NPO プログラムを中心に他大学院との差別化を図れる広報案に

ついて検討した。2024 年度は NPO プログラム担当者が空席となるため、大きな組み

直しの可能性も含め引き続き検討を進める。現在、インスティテュート独自のウェ

ブサイト（連帯社会研究交流センター）がの充実を図っている。 

○その他 

・入学者の質的水準の確保に向けた口述試験の評価基準について、受験時の論文・計

画書や学生のポテンシャルを査定できる相対評価指標案について検討を行った。 

・留学生を受け入れる環境として十分であるのか、運営委員会等で検討され、全学の

支援制度の活用等の情報周知を進めた。 

・OB/OG 組織と在校生の連携を進めるため、OB/OG が参加できる勉強会等の定期開催を

2024 年度スタートさせられるよう準備を進めている。 

改善策 － 

評価基準 教員・教員組織 
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中期目標 

○非常勤の教員の考えのインプット 

・専任教員が 3 名と少ないため、授業において、非常勤の教員への依存度は小さくな

い。非常勤の教員は、インスティテュートの院生の養成目的を達成するために重要

な位置を占めているという認識に立ち、前期に引き続き非常勤の教員の考えをイン

プットする仕組み（意見交換会など）を検討し、必要な措置を導入する。 

年度目標 

○非常勤の教員の考えのインプット 

・各プログラム担当教員が窓口となる非常勤教員との間での意見交換を行うとともに、

改善点や要望などを集約し、教務委員会での議論を通して共有を図る。各教員は、

この議論を経て非常勤教員に次年度以降の方向性を伝えるとともに、翌年度以降、

このプロセスのシステム化に向けた試行を進める。 

達成指標 

○非常勤の教員の考えのインプット 

・非常勤教員と窓口教員との意見交換を経て、教務委員会で意見の集約と方針案の確

定に向けた議論を進め、次年度以降に制度化へのメドをつけること。 

年

度

末

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

○非常勤の教員の考えのインプット 

・各プログラム担当教員が窓口となる非常勤教員との間での意見交換を行い、改善点

や要望の収集を行った。また、インスティテュート独自の学生アンケート結果も非

常勤教員と共有することで、授業改善の 360 度評価ができる環境を整えることがで

きた。 

改善策 － 

評価基準 学生支援 

中期目標 

○授業・論文指導 

・授業については、オフィスアワーの周知と活用促進策をはじめとした授業支援シス

テムの改善策を検討し、必要な措置を導入する。論文指導に関しては、主指導ひと

りの体制だが、複数の教員による指導の可能性を検討し、必要と判断された場合、

その方法について検討、実施する。 

○その他 

・学習支援に関連して、院生のニーズ把握を行い、ニーズが高いものについて、導入の

可能性を検討し、可能な場合は、導入する。 

・院生間のコミュニケーションや連携の促進や共通のニーズの把握などのため、学生

とともに、学生支援などに関する話し合いの場を設け、恒常化することを検討、必

要な場合、院生会等を設ける。 

年度目標 

○授業・論文指導 

・授業について、オフィスアワーの周知とともに、夜間中心の大学院であるという特

殊性を前提とした活用促進策について検討を進める。 

・論文指導に関しては、主指導教員による柔軟な指導の展開とともに、他教員や副査

の教員からのコメントを得られる機会を制度的に充当できるよう検討を進める。 

○その他 

・学習支援に関連して、具体的な院生のニーズを集約し、改善策を検討する。 

・院生間のコミュニケーションや連携促進、共通ニーズの把握を行うため、IT 活用の

余地を検討する。 

達成指標 

○授業・論文指導 

・授業について、夜間中心の大学院であるという特殊性を加味したオフィスアワーの

活用策について教務委員会で議論され、一定の結論が得られること。 

・論文指導に関しては、教員間で指導経過を共有する機会を設け、第三者的なコメン

トを与えられる環境構築に結び付けられるよう試行を進める。 

○その他 

・学習支援に関連して、既卒者を中心に過去の院生から示されたニーズを教務委員会

にて整理・検討し、次年度以降の改善策について一定の結論を出す。 
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・院生間のコミュニケーションや連携促進、共通ニーズの把握を行う上で有効性の高

い IT 活用のための道筋をつける。 

年

度

末

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

○授業・論文指導 

・授業について、オフィスアワーの周知を行うとともに、学生相談等を柔軟に実施で

きるようオンラインの活用策を前進させた。 

・論文指導に関しては、主指導教員による指導が論文完成のペースメーカーとなるよ

うに心がけ、他教員や副査の教員からのコメントを得られる機会を設けた。今後は、

これを制度的措置へと高めるための議論に進めていく。 

○その他 

・学習支援に関連して、院生のニーズを収集・集約した。今後は改善策についての検討

について横断的に進めていく準備段階に入る。 

・院生間のコミュニケーションや連携促進、共通ニーズの把握を行うため、IT 活用を

積極的に推進した。 

改善策 － 

評価基準 社会連携・社会貢献 

中期目標 

〇連帯社会の構築を担う実務家を育成することを通じて、社会に貢献し、社会と連携

するという本インスティテュートの設立目的を持続的に果たす。    

〇専任教員が連帯社会を構成する労働組合、協同組合、NPO の研究を進め、研究成果を

積極的に外部に発信することによって社会に貢献し、社会と連携することを目指す。                 

年度目標 

〇修了生の割合の高率維持 

・連帯社会の構築を担う実務家を育成するという設立目的を持続的に果たすため、各

教員は、引き続き入学者の卒業割合を高く維持するよう努める。 

〇研究成果の発信 

・専任教員が連帯社会を構成する労働組合、協同組合、NPO の研究を進め、研究成果を

より積極的に外部に発信するため、独自サイトの活用等について検討する。  

達成指標 

〇修了生の割合の高率維持 

・連帯社会の構築を担う実務家を育成するという設立目的を持続的に果たすため、入

学者の卒業割合 80％以上という現状を維持する。 

〇研究成果の発信 

・専任教員は、著書・論文・学会発表・講演などの形で複数回、研究成果を外部に発信

すること。この研究成果へのアクセスを容易にする手段を検討すること。 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 

〇修了生の割合の高率維持 

・2023 年度は、1 名の転研究科者を除き全員が２年修了となり、高い卒業割合を維持

できている。 

〇研究成果の発信 

・研究成果をより積極的に外部に発信する方策を検討し、独自サイトの活用等も一案

として挙がった。 

改善策 － 

【重点目標】 

 授業については、オフィスアワーの周知とともに、夜間中心の大学院であるという特殊性を前提とし

た活用促進策について検討を進める。 

【目標を達成するための施策等】 

 授業について、夜間中心の大学院であるという特殊性を加味したオフィスアワーの活用策について教

務委員会で議論され、一定の結論が得られること。 
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【年度目標達成状況総括】 

 全体として、学内外の教育組織の情報収集・共有を実施し、中期目標の達成に向けた施策を講じる準

備を進めている。また、重点目標となる本インスティテュートの特殊性を競争力に結び付けられるよう

な積極的改善策についての議論がはじまった。特に、オンラインの活用など、学生における学修効果を

高め、出席の利便性を高めるために積極的な施策案の策定を進めている。 

 

Ⅳ 2024 年度中期目標・年度目標 

評価基準 教育課程・学習成果【教育課程・教育内容に関すること】 

中期目標 

○授業科目 

・3 プログラム（NPO、労働組合、協同組合）制に基づく、基礎科目、専門科目、選択必修

科目の区分を含む、カリキュラム体系、各科目の配置、シラバスの記載項目などについ

て、自己点検フォーマットを作成、自己点検を行い、必要に応じて見直しを行う。 

・科目等履修生から意見や希望を聴取し、正規の院生として入学する割合を高めるととも

に、入学後にメリットがでるように検討する。 

○修士論文 

・社会人大学院という性格を踏まえ、修士論文に加えて、リサーチペーパーを認めるかど

か、検討を行い、必要と判断されれば、導入する。 

・3 プログラム（NPO、労働組合、協同組合）制に基づく各プログラム担当教員とプログラ

ム構成院生によるゼミ（特論演習Ⅰ、Ⅱ、および論文指導Ⅰ、Ⅱ）、研究報告（M1、M2

とも年 2 回）と個別指導の 3 種類の論文指導について、2021 年度に決定した自己点検

フォーマット案を試行し、フォーマットを確定させる。 

年度目標 

○授業科目 

・3 プログラム（NPO、労働組合、協同組合）の担当教員 3 名（以下、プログラム担当教

員。ただし、本年度に限り、労働組合と協同組合は専任、NPO は兼任）は、基礎科目、

専門科目、選択必修科目の区分を含む、カリキュラム体系、各科目の配置、シラバスの

記載項目などについて、2023 年度に作成したフォーマット案を用いて検証し、必要な見

直しを行う。 

・科目等履修生に関して、すでに実施している授業アンケート以外に、履修生から意見や

希望を聴取する方法について、具体策を設けて実施する。 

○修士論文 

・社会人大学院という性格を踏まえ、教務委員を中心に、修士論文に加え、リサーチペー

パーを認めるかどうか検討するため、広く他大学の実態について把握を進める。 

・プログラム担当教員は、プログラム構成院生によるゼミ（特論演習Ⅰ、Ⅱ、および論文

指導Ⅰ、Ⅱ）、研究報告（M1、M2 とも年 2 回）と個別指導の 3 種類の論文指導につい

て、2023 年度に作成したフォーマット案をより精密に検証する。 

達成指標 

○授業科目 

・3 プログラム制に基づく、基礎科目、専門科目、選択必修科目の区分を含む、カリキュ

ラム体系、各科目の配置、シラバスの記載項目などに基づき作成した、各プログラム担

当教員による自己点検フォーマット案を検証し、必要な見直しを行うこと。 

・科目等履修生に関して、独自実施の授業アンケート以外の方法について、具体策を設け

て実施すること（たとえば、面談の結果などを教務委員会に報告する）。 

○修士論文 

・修士論文に加えて、リサーチペーパーを認めるかどうか、検討するため、他大学の事例

を収集した資料を整理すること。 

・3 プログラム制に基づく各プログラム担当教員が、ゼミ（特論演習Ⅰ、Ⅱ、および論文

指導Ⅰ、Ⅱ）、研究報告（M1、M2 とも年 2 回）と個別指導の 3 種類の論文指導につい

て、自己点検フォーマット案をより精密に検証すること。 

評価基準 教育課程・学習成果【教育方法に関すること】 

中期目標 

〇授業科目 

・引き続き教育方法については学習効果を上げるための FD などの取り組みについて検討

していく。 
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・非常勤の教員については、教育方法について把握できていないので、把握、検討してい

く必要があるかどうか、引き続き議論し、必要に応じた措置をとる。 

〇修士論文 

・研究報告（M1、M2 とも年 2 回）の実施回数や方法、論文研究指導の実施方法、論文の審

査体制と評価方法などについて、自己点検を行うとともに、他大学院や他法政大学の他

研究科の方法なども調査し、必要な見直しを行う。 

年度目標 

〇授業科目 

・教育方法については、学習効果を上げるための FD などの取り組みについて、社会人大

学院を中心に他大学院における授業の方法・情報を収集・整理する。 

・非常勤の教員については、教育方法について把握、検討していくため、アンケート実施

のほか、面談による意見聴取を試行する。 

〇修士論文 

・研究報告（M1、M2 とも年 2 回）の実施回数や方法、論文研究指導の実施方法、論文の審

査体制と評価方法などについて、改善の余地がないか各プログラム担当教員間で検討の

場をもつ。 

達成指標 

〇授業科目 

・教育方法については、学習効果を上げるための FD 実施に関して、収集された他大学院

の情報を教員間で共有すること。 

・非常勤の教員の教育方法について、アンケート実施のほか、面談による意見聴取を試行

すること。 

〇修士論文 

・研究報告（M1、M2 とも年 2 回）の実施回数や方法、論文研究指導の実施方法、論文の審

査体制と評価方法などについて、それぞれ維持か変更か、改善の余地について判断する

こと。 

評価基準 教育課程・学習成果【学習成果に関すること】 

中期目標 

○授業科目 

・前期の検討を通し、個々の教員が担当している科目については、シラバスにおける到達

目標の基準策定が必要と判断された。具体的な検討を経て、到達目標導入に向けた努力

を図る。 

・オムニバスの授業（連帯社会とサードセクター）についても、同様の措置を進め、シラ

バスの「成績評価の方法と基準」について、見直しを行い、必要な場合は修正を行う。 

・個々の教員の担当科目、オムニバス授業ともに、院生の単位取得割合を学期後に確認し、

割合向上策の策定を進める。 

○修士論文 

・研究報告について、出席と報告の確認だけではなく、報告内容のレベル基準や指標、そ

の後に改善がなされた程度などについて判断するフォーマット案の策定を試み、論文の

レベルアップをはかる。 

・論文については、提出時の評価だけではなく、2 年間の進歩についても判断するプロセ

ス評価のフォーマット案を策定し、導入に務める。 

年度目標 

○授業科目 

・個々の教員が担当している科目については、シラバスの「到達目標」に対し、カリキュ

ラムとの整合性の観点から基準案策定に向けた検討を進める。 

・オムニバス授業（連帯社会とサードセクター）についても、各担当科目同様にカリキュ

ラムとの整合性の観点から検討を進める。また、シラバスの「成績評価の方法と基準」

について、科目構成教員間で合意形成の場をもつ。 

・個々の教員の担当科目、オムニバス授業ともに、履修した院生が単位を取得した割合を

把握し、向上させるための具体的なプラン案を策定する。 

○修士論文 

・研究報告について、出席と報告の確認だけではなく、報告内容のレベル基準や指標、そ

の後に改善がなされた程度などについて教員間で意見交換できる場を定例化し、改善の

PDCA サイクルを回す。 
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・論文については、提出時の評価だけではなく、各学生が 2 年間でどのように成長したの

か、プロセス評価を可能とする手法を検討し、導入計画策定に結びつける。 

達成指標 

○授業科目 

・個々の教員が担当している科目とカリキュラムとの整合性について、教員間での議論の

場をもつこと。 

・オムニバス授業（連帯社会とサードセクター）についても、同様の措置を検討するとと

もに、シラバスの「成績評価の方法と基準」について、科目構成教員の間で合意形成の

場をもつこと。 

・個々の教員の担当科目、オムニバス授業ともに、履修した院生が単位を取得した割合を

把握し、向上を図る措置について具体案を策定すること。 

○修士論文 

・研究報告について、報告内容のレベル基準や指標、その後に改善がなされた程度などに

ついて教員間で意見交換できる場を定例化し、その結果を教務委員会に報告し、改善の

PDCA サイクルを回すこと。 

・論文については、提出時の評価だけではなく、2 年間の成長を判断するプロセス評価の

手法と導入計画案を検討すること。 

評価基準 学生の受け入れ 

中期目標 

○入試広報 

・推薦入試については、院生を推薦した団体の修了後の満足度の把握から改善までのサイ

クル整備を試行する。 

・一般入試については、全学の説明会に加えて、インスティテュート独自の説明会などを

実施する。また、ウェブサイトの充実や広報マテリアル（パンフなど）のさらなる活用・

普及策を検討し、予算措置を含め、必要な手段を実施する。 

○その他 

・入学者の質的水準の確保に向け、選抜における口頭試問の評価基準案を作成し、実施に

向けた整備を図る。 

・留学生の受け入れ拡大に向けた対策として英文パンフの活用を中心に、可能な措置を導

入する。 

・社会人大学院では、OB/OG の推薦が学生募集に大きな影響を与える。このため、OB/OG に

よる同窓会組織と協力し、潜在的受験生の掘り起こしなど、可能な措置を導入する。 

年度目標 

○入試広報 

・推薦入試については、社会人学生の推薦団体を対象とした説明会・相談会の実施と既卒

者および所属団体に対する就学時の満足度等についての意見を聴取する。 

・一般入試については、NPO プログラムを中心に他大学院との差別化を図れる広報案を検

討する。インスティテュート独自のウェブサイトの充実や広報マテリアル（パンフなど）

の改訂や配布について、予算措置を含め検討する。 

○その他 

・入学者の質的水準の確保に向けた口述試験の評価基準について、受験時の論文・計画書

や学生のポテンシャルを査定できる相対評価の基準案を作成する。 

・留学生を受け入れる環境として十分であるのかを検討する機会を設ける。 

・OB/OG と在校生がつながる機会を定例化し、潜在的受験生の掘り起こしに努める。 

達成指標 

○入試広報 

・推薦入試については、修了生および院生を推薦した団体との交流を深め、既卒者との対

話の機会を定例化し、そこから出た意見を集約すること。 

・一般入試については、NPO プログラムを中心に本インスティテュートの特色を具体的に

集約すること。 

・インスティテュート独自のウェブサイト活用、および、広報マテリアル（パンフなど）

の作成にかかる予算等について具体的な計画案を検討すること。 

○その他 

・入学者の質的水準の確保に向け、選抜における口頭試問の相対評価の基準案を作成する

こと。 
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・留学生の学習環境として追加的に必要とされる措置等について議論し、改善策を設ける

こと。 

・OB/OG と在校生がつながる機会を定例化し、潜在的受験生の掘り起こしの余地を広げる

こと。 

評価基準 教員・教員組織 

中期目標 

○非常勤の教員の考えのインプット 

・専任教員が 3 名と少ないため、授業において、非常勤の教員への依存度は小さくない。

非常勤の教員は、インスティテュートの院生の養成目的を達成するために重要な位置を

占めているという認識に立ち、前期に引き続き非常勤の教員の考えをインプットする仕

組み（意見交換会など）を検討し、必要な措置を導入する。 

年度目標 

○非常勤の教員の考えのインプット 

・各プログラム担当教員が窓口となる非常勤教員との間での意見交換を行うとともに、必

要に応じて一堂に会す場を設け、改善点や要望などを集約し、教務委員会にて共有を図

る。その結果は、非常勤教員に適宜フィードバックする。このプロセスを定着させ、PDCA

サイクルを回す。 

達成指標 

○非常勤の教員の考えのインプット 

・非常勤教員と窓口教員との意見交換、および必要に応じて意見交換会を設け、改善と要

望などを集約し、それを非常勤教員にもフィードバックするプロセスを定着させ、PDCA

サイクルを回すこと。 

評価基準 学生支援 

中期目標 

○授業・論文指導 

・授業については、オフィスアワーの周知と活用促進策をはじめとした授業支援システム

の改善策を検討し、必要な措置を導入する。論文指導に関しては、主指導ひとりの体制

だが、複数の教員による指導の可能性を検討し、必要と判断された場合、その方法につ

いて検討、実施する。 

○その他 

・学習支援に関連して、院生のニーズ把握を行い、ニーズが高いものについて、導入の可

能性を検討し、可能な場合は、導入する。 

・院生間のコミュニケーションや連携の促進や共通のニーズの把握などのため、学生とと

もに、学生支援などに関する話し合いの場を設け、恒常化することを検討、必要な場合、

院生会等を設ける。 

年度目標 

○授業・論文指導 

・授業について、オフィスアワーの周知とともに、夜間中心の大学院であるという特殊性

を前提とした支援システムを強化する。 

・論文指導に関しては、主指導教員による柔軟な指導の展開とともに、他教員や副査の教

員からのコメントが得られる機会を制度的に設ける。 

○その他 

・学習支援に関連して、フィールド調査のニーズが高いことに鑑み、その調査旅費を補助

できる方法を検討する。 

・院生間のコミュニケーションや連携促進、共通ニーズの把握を行うため、プログラムを

横断する研究会の定例的な開催を検討する。 

達成指標 

○授業・論文指導 

・授業について、オフィスアワーの周知とともに、社会人であるがゆえの突発的事項によ

る授業参加困難が生じた場合の補充措置を設けること。 

・論文指導に関しては、主指導教員による指導を展開しつつ、複数の教員で相互指導がで

きる体制を整えること。 

○その他 

・学習支援に関連して、フィールド調査の旅費補助ができる方法を設けること。 

・院生間のコミュニケーションや連携促進、共通ニーズの把握を行うため、プログラム横

断的な研究会を定例的に開催すること。 

評価基準 社会貢献・社会連携 
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中期目標 

〇連帯社会の構築を担う実務家を育成することを通じて、社会に貢献し、社会と連携する

という本インスティテュートの設立目的を持続的に果たす。    

〇専任教員が連帯社会を構成する労働組合、協同組合、NPO の研究を進め、研究成果を積

極的に外部に発信することによって社会に貢献し、社会と連携することを目指す。                 

年度目標 

〇修了生の割合の高率維持 

・連帯社会の構築を担う実務家を育成するという設立目的に資するため、インスティテュ

ートとして、入学者の卒業割合を高く維持するように努める。 

〇研究成果の発信 

・専任教員が連帯社会を構成する労働組合、協同組合、NPO の研究を進め、研究成果をよ

り積極的に外部に発信するため、持ち出しの学習会として「連帯社会連続講座」を引き

続き開催するとともに、プログラム横断的な「連帯社会研究会」を定例化し、研鑽を重

ねる。  

達成指標 

〇修了生の割合の高率維持 

・連帯社会の構築を担う実務家を育成するという設立目的を持続的に果たすため、入学者

の卒業割合 80％以上という現状を維持すること。 

〇研究成果の発信 

・専任教員は各自、著書・論文・学会発表・講演などの形で研究成果を外部に発信するほ

か、持ち出しの学習会として「連帯社会連続講座」を開催するとともに、プログラム横

断的な「連帯社会研究会」を定例化し、研鑽の成果を共有すること。 

【重点目標】 

 論文指導に関しては、主指導教員による柔軟な指導の展開とともに、他教員や副査の教員からのコメ

ントが得られる機会を制度的に設ける。 

【目標を達成するための施策等】 

 論文指導に関しては、主指導教員による指導を展開しつつ、複数の教員で相互指導ができる体制を整

えること。 

（プログラム横断的な研究会の定例的な開催など） 
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総合理工学インスティテュート 

 

【2024 年度大学評価総評】 

ＩＩＳＴは母体となる情報科学研究科・理工学研究科の自己点検・評価結果を大学評価委員会として

大学評価を行っている。総評は情報科学研究科と理工学研究科の内容と同じ。 

 

大学基準協会の第 4 期大学基準に基づいた評価項目の充足状況の確認 

2024 年度自己点検・評価シートに記載された 

Ⅰ現状分析を確認 

すべての評価項目で「はい」が選択されており、

充足していることが確認できた。 

 

 

【2024 年度自己点検・評価結果】 

Ⅰ 現状分析 

基準１ 理念・目的 

1.1 大学の理念・目的を適切に設定すること。また、それを踏まえ、学部及び研究科の目的を適切に設定し、公表し

ていること。 

1.1①インスティテュートごとに、大学が掲げる理念を踏まえ、教育研究活動等

の諸活動を方向付ける人材育成その他の教育研究上の目的（教育目標）を明らか

にしていますか。 

はい 

1.1②インスティテュートごとに、人材育成その他の教育研究上の目的（教育目

標）を学則又はこれに準ずる規則等に明示し、かつ教職員及び学生に周知し、社

会に対して公表していますか。 

はい 

【根拠資料】 

IIST ホームページ 

 

基準２ 内部質保証 

2.1 内部質保証のための方針を適切に設定していること。また、教育の充実と学習成果の向上を図るために、内部質

保証システムを整備し、適切に機能させていること。 

2.1①インスティテュートにおいて、運営委員長及び運営委員会等の権限や責任

を明確にした規程を整備し、規程に則った運営が行われていますか。 

はい 

2.1②インスティテュートにおいて、自己点検評価結果を活用して改善・向上に

取り組んでいますか。 

はい 

【根拠資料】 

法政大学大学院総合理工学インスティテュート（IIST）運営委員会規程、IIST 運営委員会議事録 

 

基準３ 教育研究組織 

 部局による自己点検・評価は実施しない 

 

基準４ 教育・学習 

部局による自己点検・評価は実施しない 

 

基準５ 学生の受け入れ 

5.1 学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や運営体制を適切に整備し、入学者選抜を公平、

公正に実施していること。 

5.1①修士課程・博士課程ごとに、アドミッション・ポリシー（学生の受け入れ方

針）を設定していますか。 

はい 

5.1②上記のアドミッション・ポリシーは、入学前の学習歴、学力水準、能力等の

求める学生像や、入学希望者に求める水準等の判定方法を志願者等に理解しやす

はい 
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く示していますか。 

5.1③アドミッション・ポリシーに沿い、適切な体制・仕組みを構築して入学者選

抜を公平、公正に実施していますか。 

はい 

5.1④入学者選抜にあたり特別な配慮を必要とする志願者に対応する仕組みを整

備していますか。 

はい 

5.1⑤すべての志願者に対して分かりやすく情報提供していますか。 はい 

【根拠資料】 

情報科学研究科・理工学研究科の 3 つのポリシー 

 

基準６ 教員・教員組織 

部局による自己点検・評価は実施しない 

 

基準７ 学生支援 

 部局による自己点検・評価は実施しない 

 

基準８ 教育研究等環境 

8.1 研究活動に関わる支援、条件整備を通じ、研究活動の促進を図っていること。また、健全な研究活動のために必

要な措置を講じていること。 

8.1①「法政大学研究倫理規程」に沿って、学生も含めて研究倫理の遵守を図る取

り組みを行っていますか。 

はい 

【根拠資料】 

情報科学研究科・理工学研究科の記述参照 

 

基準９ 社会連携・社会貢献 

9.1 社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、社会連携・社会貢献に関する取り組みを実施していること。また、

教育研究成果を適切に社会に還元していること。 

9.1①「研究及び社会貢献に関する方針」のもと、学外機関、地域社会等との連

携、大学が生み出す知識、技術等を社会に還元する取り組みを行っていますか。 

はい 

9.1②社会連携・社会貢献に関する取り組みにより、地域や社会の課題解決等に

貢献し、大学の存在価値を高めることにつながっていますか。 

はい 

【根拠資料】 

情報科学研究科・理工学研究科の記述参照 

 

基準１０ 大学運営 

 部局による自己点検・評価は実施しない 

 

上記の現状分析結果において、【いいえ】と回答した項目があった場合は、その理由と改善計画について

記入してください。 

大学基準 【いいえ】と回答した点検・評価項目を記述してください 

基準を選択してください  

【いいえ】と回答した理由と、改善の必要がある場合、改善計画について記述してください。 

 

 

Ⅱ 改善・向上の取り組み 

１ 2023 年度 大学評価委員会の評価結果への対応 

【2023 年度大学評価結果総評】（参考） 

IIST では 2016 年 9 月に設立されて以来順調に入学者数が増加し、開設当初から倍増している。また

応募者数も増加しており、特に欧米からの応募者が表れていること、内部進学する学生が多いことなど、
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学生の受け入れについて順調に成果を上げられていることを評価したい。 

時代のニーズに沿って、横断的学びのフィールドの見直し、IIST 重点分野とするインテリジェントロ

ボティクス、データサイエンス分野の受け入れ実績の上昇、専攻横断的な教員組織の構築に向けて努力

されていることに敬意を表したい。今後の進展が期待される。IIST の Web ページの活用による効果的

な広報活動も期待したい。 

教育課程・学習成果については、新規専任教員による新しい英語科目の開講、および IIST 主催科目

の有効利用とともに、英語科目を追加できる仕組みの導入によって英語科目が充実された点は評価に値

する。とはいえ、各専攻主催科目におけるさらなる英語科目の増加は今後の課題でもあり、2023 年度目

標にも英語科目の充実が掲げられており、今後の成果を期待したい。学習成果としては、修了生及び在

学生の公表論文数が 30 件であったということから、質の高い学生の確保ができていると高く評価でき

る。 

【2023 年度大学評価委員会の評価結果への対応状況】 

引き続き様々なオンライン日本留学セミナーに参加し、IIST の広報活動に取り組む。また、定期的に

海外大学を訪問し、IIST の影響力を高めるとともに、海外の大学との間で MOU の締結を検討し、優秀な

学生を IIST へ推薦できるような仕組みについても検討する。 

IIST の Web ページは、さらなるコンテンツ充実のために改善し、優れた IIST の教員や学生に関する

情報や魅力的な研究成果などを掲載する。また、新たに設置した科目について、教育の質向上に取り組

む。 

 

２ 各基準の改善・向上 

基準５ 学生の受け入れ 

5.3 学生の受け入れに関わる状況を定期的に点検・評価し、改善・向上に向けて取り組んでいること。 

5.3①学生の受け入れに関わる事項を定期的

に点検・評価し、当該事項における現状や成

果が上がっている取り組み及び課題を適切

に把握していますか。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 

Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

5.3②点検・評価の結果を活用して、学生の

受け入れに関わる事項の改善・向上に取り組

み、効果的な取り組みへとつなげています

か。 

S．さらに改善した又は新たに取り組んだ 

A．概ね従来通りである又は特に問題ない 

B．更なる改善が必要な点がある又は改善を

困難とする要因がある。 

Ａ（概ね従来通り

である又は特に問

題ない） 

上記項目について【ＳまたはＢ】と回答した場合は、その内容について記述してください。 

Ｓの場合は、改善した取り組みや新たな取り組み、成果を記述してください。 

Ｂの場合は、改善計画又は改善を困難とする要因について記述してください。 

 

 

Ⅲ 2023 年度中期目標・年度目標達成状況報告書 

評価基準 教育課程・学習成果【教育課程・教育内容に関すること】 

中期目標 

既存の 6 つの横断的学びのフィールド（Global Information Systems, Ubiquitous 

Netwo 今後グローバルにますます重要となるデータサイエンス分野における留学生

の学びのニーズを調査し、必要な新設科目、専攻横断的な教員の協働等、フィールド

新設に向けた準備を進める。) を見直し、留学生から学びの需要の高い内容を反映さ

せたフィールドを明示的に設けるなど、再編を行う。 

年度目標 

今後グローバルにますます重要となるデータサイエンス分野における留学生の学び

のニーズを調査し、必要な新設科目、専攻横断的な教員の協働等、フィールド新設に

向けた準備を進める。 

達成指標 関連するセミナー、ワークショップ、シンポジウム等の開催状況 

教授会執行部による点検・評価 
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年

度

末 

報

告 

自己評価 A 

理由 
データサイエンス分野における留学生のニーズに応えるために、グローバルに活躍す

る関連研究者を各国から招くセミナーを 7 回(前年比 1 回増)開催した。 

改善策 
関連セミナーを継続的に実施し、学生のニーズにさらに応えるようインスティテュー

トの課程・組織の見直しも踏まえつつ、活動をさらに拡大する。 

評価基準 教育課程・学習成果【教育方法に関すること】 

中期目標 IIST に認められた増コマを有効に活用し、英語科目を充実させる。 

年度目標 
IIST 設置科目の体系化を検討する。特に、新設を目指す 2 フィールドのカリキュラ

ムを確定させ、英語科目の充実をはかる。 

達成指標 英語科目の実施数 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 
英語科目数は 2021 年度 86→2022 年度 96→2023 年度 97 と着実に充実が進展してい

る。 

改善策 さらなる充実を図る。 

評価基準 教育課程・学習成果【学習成果に関すること】 

中期目標 学習成果を学術論文出版、国際会議研究発表などを通じて示す。 

年度目標 
継続して IIST 学生の発表論文リストを作成し学修成果を評価する。また、IIST コロ

キウムとして IIST 学生の研究成果発表の機会を設ける。 

達成指標 ジャーナル論文・査読付き国際会議発表件数 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 S 

理由 

従来に続き研究発表論文数を調査し、修了生及び在学生の公表論文数 33 件(前年度

30)、うちジャーナル 7 件(前年度 6)、学会表彰 2 件など高水準で、さらなる研究活

発化が進展していることを確認した。 

改善策 － 

評価基準 学生の受け入れ 

中期目標 研究能力レベルの高い学生を受け入れると共に定員を恒常的に確保する。 

年度目標 
定員充足を達成しつつ、ガイドラインに従い、丁寧な応募前事前マッチングにより優

秀な学生を選別し、質の確保をめざす。 

達成指標 定員充足率、入学後の研究成果 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 S 

理由 

入学者数 15 名と募集定員に対し充足率 100%を達成した。また上記研究成果発表状況

に見られるように、継続して質の高い学生を確保できている。 

優秀な学生の確保のため、オンラインも併用した海外大学での説明会参加などの積極

的な広報活動も継続している。 

改善策 － 

評価基準 教員・教員組織 

中期目標 英語による講義・研究指導を担う教員の割合を増やす。 

年度目標 
IIST 担当の任期付き教員と他 IIST 教員との連携をはかり、受け入れ可能な留学生数

を増加させる。 

達成指標 英語による講義・研究指導対応教員数 

年

度

末 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 
上記のように英語による講義は増加しており、また 2 教員が初めて IIST 留学生を受

け入れるなど研究指導対応教員体制の充実は着実に進展している。 



総合理工学インスティテュート 

5 

報

告 
改善策 

さらに英語による講義、研究指導対応教員を増加させる。 

評価基準 学生支援 

中期目標 
学内外の奨学金、学内 TA、RA などの経済支援、留学生のニーズにあったキャリア支

援を充実させる。 

年度目標 
2020 年度より実施している修了後進路調査・進路希望調査を充実させ、キャリアセ

ンターと連携し組織的なキャリア支援の仕組みを検討する。 

達成指標 進学・就職率 

年

度

末 

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 
修了後進路調査・進路希望調査，新入生（在学生）と修了生との情報交換も行われて

いる。在校生アンケートも行われている。 

改善策 
意見交換会やアンケート調査をもとに，キャリアセンターと連携する。進学相談会を

活発化する。 

評価基準 社会貢献・社会連携 

中期目標 
研究成果のグローバルな発信及び優れたグローバル人材を輩出することにより社会

貢献を果たす。 

年度目標 教育内容・研究指導を充実させ優れたグローバル人材を輩出する。 

達成指標 
刊行・発表論文数、博士進学数 

社会のグローバル化を担う人材輩出数 

年

度

末

報

告 

教授会執行部による点検・評価 

自己評価 A 

理由 
上記のようにジャーナル 7 件を含む公表論文数 33 件、学会表彰 2 件など研究成果は

高水準で、優れたグローバル人材を輩出し続けている。 

改善策 グローバルな発信など社会貢献を継続する。 

【重点目標】 

 教育内容・研究指導を充実させ優れたグローバル人材を輩出する 

【目標を達成するための施策等】 

・海外提携(候補)校訪問、説明会実施、SNS も利用した情報発信等のコミュニケーション強化による受け

入れ学生の質向上 

・海外の一流の研究者と共同でのコロキウム・ワークショップ等の実施 

・ジャーナル論文・査読付き国際会議等学外発表、博士進学への動機付け 

【年度目標達成状況総括】 

IIST への SGU 支援は終了となるが、これまでの実績をもとに事業継続が認められ、自走化が可能にな

った。教員・事務部門の協働により、高レベルな学生の受け入れ、受け入れ学生の教育・研究成果の充

実、修了学生の進路、国際貢献など多方面で十分に年度目標を達成した。 

ただし現状のシステムでは、留学生を受け入れても実験実習費等の研究室への配分が費用を賄えるほど

十分には増えず、教育研究活動全体を圧迫しているという課題がある。よって、積極的な留学生受け入

れの促進のため、受け入れに応じて予算が増えるような手立てを講じることが、実効的でサステナブル

な運営に必要である。 

 

Ⅳ 2024 年度中期目標・年度目標 

評価基準 教育課程・学習成果【教育課程・教育内容に関すること】 

中期目標 

既存の 6 つの横断的学びのフィールド（Global Information Systems, Ubiquitous 

Network and Communication Systems, Global Business Analysis and Planning, Media 

and Information Processing, Medical and Health Care System Design, Advanced 

Bioscience and Chemical Engineering) を見直し、留学生から学びの需要の高い内容を

反映させたフィールドを明示的に設けるなど、再編を行う。 
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年度目標 

AI 技術は、既存の 6 つの横断的学びのフィールドの共通の基盤となっている。2024 年の

IIST 在籍学生を対象にした調査とその学生の予想される研究に関する調査を実施し、人

工知能関連のコースを強化する。オンライン／オフラインのセミナーやワークショップを

開催し、新しい研究分野をカバーしてさらなる展開を図る。 

達成指標 関連する調査、セミナー、ワークショップ等の開催状況 

評価基準 教育課程・学習成果【教育方法に関すること】 

中期目標 IIST に認められた増コマを有効に活用し、英語科目を充実させる。 

年度目標 
各フィールド設置科目の体系化を検討する。特に、フィールド横断的 AI テクノロジーの

英語科目の充実を図り、学生への周知を徹底する。 

達成指標 英語科目の実施数、AI 関連科目の数 

評価基準 教育課程・学習成果【学習成果に関すること】 

中期目標 学習成果を学術論文出版、国際会議研究発表などを通じて示す。 

年度目標 
IIST 学生の発表論文リストを継続的に作成し、学修成果を評価する。また、学会で受賞し

た IIST 学生の情報は、適切な時期に IIST のウェブサイトに掲載する。 

達成指標 ジャーナル論文・査読付き国際会議発表件数、学会での受賞数 

評価基準 学生の受け入れ 

中期目標 研究能力レベルの高い学生を受け入れると共に定員を恒常的に確保する。 

年度目標 
IIST プログラムをより広く宣伝するために、IIST のウェブサイトを充実させるとともに、

海外の大学を訪問する。事前マッチングと面接を通じて、優秀な学生を確保する。 

達成指標 定員充足率、入学後の研究成果 

評価基準 教員・教員組織 

中期目標 英語による講義・研究指導を担う教員の割合を増やす。 

年度目標 
IIST 教員と任期付教員または外部の教員と連携して、より多くの英語の科目を開講する。

また、研究指導を担う教員を増やす。 

達成指標 英語による講義・研究指導対応教員数 

評価基準 学生支援 

中期目標 
学内外の奨学金、学内 TA、RA などの経済支援、留学生のニーズにあったキャリア支援を

充実させる。 

年度目標 

学内外の奨学金に関する情報を積極的に提供する。前年度より実施している修了後進路調

査・進路希望調査を充実させ、進学・就職に関するより多くの情報とアドバイスを提供す

る。 

達成指標 進学・就職率 

評価基準 社会貢献・社会連携 

中期目標 
研究成果のグローバルな発信及び優れたグローバル人材を輩出することにより社会貢献

を果たす。 

年度目標 教育内容・研究指導を充実させ優れたグローバル人材を輩出する。 

達成指標 刊行・発表論文数、学会での受賞数、博士進学数、社会のグローバル化を担う人材輩出数 

【重点目標】 

 研究能力レベルの高い学生を恒常的に確保する、教育内容・研究指導を充実させ優れな人材を輩出す

る 

【目標を達成するための施策等】 

・引き続き様々なオンライン日本留学セミナーに参加し、海外での広報活動を行う。また、定期的に海

外の大学を訪問し、IIST の影響力を高める。さらに、海外の大学との間で MOU の締結を試み、優秀な

学生を IIST へ推薦できるような仕組みについても検討する。 

・海外の一流の研究者と共同でオンライン・オフラインのセミナー・ワークショップ等の実施する。 

・ジャーナル論文・査読付き国際会議等学外発表を推奨し、博士進学への動機付けを行う。 

 


